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高西
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地の供平

告

染

改関す成

示 良係る

病 第

が

事書。年

業類６

次 変は月

の 号 更、
計北日と

号

北

道 海

営 道

土 告

地 示

改 第

良 第

渋
毛 号

月
十 同同同同

九
日

５１１１

火

曜

の東老

中６紋地河地白

川別

日

同同同同同

郡郡４郡郡

地根３厚字

１１１２１

越東尾の岸茶

山河地広

患同

市 郡郡郡３郡内

室

・患別畜

畜似の

患疑畜

生数１１ 発頭
発河地足

り

画海お

地 郡郡番

東寄

支し

め川生

定上発

を道
い

置
え

備
に。

。庁た

た
大

性
産

生
高

区
地

牛

、
て

老

本生上白

整
場

ほ
画

区

町町字

町原幌町

別田士

安上野

帯字字森

押

音９

更番 番国

９地 地

広厚原
同同同同

の番番

西

舞 雲追尾岸野

歯 八鹿

２ 町町町町

丁 野笹字大

目 田川紋字線

生北別別
寒番

線線辺地 番

牛 地 番８
同同同同同

番番の村 地

の中字

町町

更別

生音陸

道場基ム

海更マ

北音ト
４

知線南

事

平

生成

発平同

堀
所番線

成

道

月海

６北

年

堀

ら
か事

日知

備

、
間
日

知水

道化

海ト

北ス
コ

低
画

区
大

堀業
農

事田

更の 北

道しそ日 海

、のか平 道

同関ら成

路
告法
条係２ 示

第図週年 第

２面間６

昭
和
項は、月

漁にに 北

平港改東改 海

成施正平静め 道

設し成内る 告

漁。 年の、 示

北使平年港 第

海用成６
月静 道に

達年
月 也
日

同同同同同

同同同同同 同同同同

縦
の也

般
一達 達］

同同同同同同

同同

同同

同同

業

也事
）

の、一 号年

縦

律定海の

法規北般日

よ建覧

第に道
り設に

る 第
路道す ）道部供 号
の路
供整。

開及 １
を課 第

用備 条

内 告当年 号

の

第り月）

示た８日町

知１
事日項

許ら

号のか中

北可施
るト

道受すー

海を行メ

同

管け」

港な。ル

漁け

虻

２１１１１

同同同同 同同同
地天の登紋線広

２１５１

同同同

富地足７足江紋 天

び 項

紋の天地

１３

同同

。道 定
る海 規

す北 の
始

木 、

土 り

走 よ

網 に

一 現 道

五 業 路

一

れを

え を

備 域

に 区

所 の

条ば
理
例な
第ら
なメ

設海ル

第施北ト

条いー
、

第指知に

項の道」

１
号）
１定事

のの堀

尾田

規一隻

塩２別別

郡郡

地 幌青滝大真 番 郡市郡

町町町町村

延葉上樹狩

字字字 字

全川

開番上大豊

進地
２滑
原

寄別

地基地地 野 番番番

良の 塩寄別

郡市 郡郡郡 番野

足角
別 の字寄山

天足湧 地市

塩寄

町町町 １下町

湾計 ラ登 字番 螺字 フ芽

オ地
呂 ヌ

ヌイ地 番 番 プ
ナ地 地

郡１

別１塩の
イ番の番

ウ

字字

村町

滝塩

白天

郡
滝シ

白ブ

上
番

、 お

て と

い の

置 次

地番

にをを

定部」

変示
告 り

よ次達

種う」

甲よ也隻

るの８

同同同同同 同同同同同同 同同



北 海

国北地 道区北

道先
ま 番 見見 路

市市 の

町 域交 地 と

錦 区号で １
点 先 ん
田）

道 公 報

２
類名

種
の線

路
道路

第

路見見ま

道区北目北先

の市市で

区高豊 番

域栄地
地 西
町番 先

号

１
道路

平路
成の線
十種
三類名
年
六

後

か番 一 東

間町般ら

敷
前別

更の前前

変後
地
の

後

線
戸

置
道見

道北 か

別
更の前

変後
間丁ら地

敷
前

地
の

月道北

十道見

九環

日

線
状

火

曜

日

らで
かま

見る一おの津

般間別 け の津

国、線

らで

かまかま 幅

る 間別

員らで

延

一お

長
国重一おの津

般け け 般間別

国る 道

らで
かま

る 複国、線

般間野る

一おの福け間

け

員らで
かま 幅

る 国、北

延

野

国重一おの福け間

長
複国、北 道ける 般間

堀
事
知
道
海
北

る道道に 、線

道お 道に

北けの の 道お号

見る間 間

間１２

北けに
願 衆成名住

公平出出

、

の の
に月月

覧６年 縦年願

道 等道道に
道お 区 と北けの号 号

見る間に の間に

免 北

公許そ 海

有をの 道

水受願

広番字

告

面け書

尾１野

示

埋た及

郡地塚

第

立いび

広先２

尾か線

法旨関 町ら１

道道見
道線
置に 号

戸おの

尾地

広番字広番広番

に

塚郡地郡先

尾１野尾１
広先広ま

郡地
広先
尾か線尾尾で

町ら１町河町

等道道見
道線 区 と置に 号

戸おの
区

そ日
の１２３

の間に

ら成路路

のか平道路道

の線の

関
係２
間６類名域

図週年種区

更

也
達

は、月

面

北

道し 海

、 道

同
路
告

条
法
示

第 第

２
昭
和
項

日者称所 供

成室室

。平根根

る
す日

市市
２

月町

５盤

年常
目

日丁

、係 号 字広番
地正の書

野尾１大次図
とは

塚郡
３広先
で法り北

線尾ま年お、
が釧

第願道

律出海

１町

た木

）っ土

前後号あ路

字広番字川字

２。現

第

地塚地塚

野尾２野敷野

広先９）６

塚郡
で１ら１

線尾ま線か線

別
の前後前後

後
１町

、一

大

海の道尾

北般日道広

供
設に線間

建覧樹

道縦

前

整。更

路る変

道す
部

及
課
備

の 号

よ
第に

律定
法規

年
り

の 第
路 ）道 号
供

海
北

地
番

開 １
を 第

用 条

条業

堀
事

知
道

第所

１に

項備

らで規置

かまかまのえ

り告

よ、

にて

定い

らで

、示

公の

有日

水か

らで

かまかまかまかま

らでらでらで 員

帯幅

道の 海

地 北
び敷

業知

現道延

木海

土北

広

の
始 項

え
備堀長

に
所事

、
り

よ
に
。 定

る 規
す

一道

五路

二

の起

面ら

也
達

を
域

区
の

複
重

の週

て３

立し

埋算

、等

て達道

い国

置

間
区 り
お

と
の

次

示の

告也と

変



の 北

公埋

５

海

有立平 道

水て成

埋

告 立

平 面を 示 地成 埋免年 第 の十 立許６

三 法し月 用

年 た 号 途

六 大。日

北 海

のののの

イロハニ

区面

域点点点点積

地地地地

道 公 報

４
に

て
面立位

埋

地地地す

ののののの関

点点点点点積る置

地地

工

第

地地地地

のののののの

点点点点点点

地地

号

３
氏

の区
者

表立
代位区

埋
名域置域

月 正

十 船

九 揚年

日

設第

施律

場法

用
地号

火

第
）

曜

条
２

日 第

次の四かイロハ

の地等らののの

イ点三方地地地

のと角向点点点

ららら

地を点角かかか

点結

方方方

らだ香向向向 度 かん穂

角角角 分 ニ線

６ のに北

度 秒度度 地よ緯

点っの

の根
事
施室 ののののの

行市 地地地地地

区西

かかか域浜

点点点点点

かか
ららららら海町

方方方方方浜
角盛目

向向向向向地丁

角角角角

土 ７
度 度度度度番
及

等らののののの

の四か

点

点三方地地地地地

地

かかか

と角向点点点点

ららららら

を点角かか

結

方方方方方

だ香向向向向向 度 ん穂

角角角角角 分 線

７ に北

度 秒度度度度 よ緯
っの

室室の

根根次

藤町点
浜地

長西の

市市
か 原

丁ら
の

目

弘

地

海

定北

規
の

項
１ 地点 番

の堀

次
、事

り知

よ道

に

分

り
お
と

方分分 まて度

で囲向秒 秒秒 をま分

の のの 順れ

方 方方 次た秒

向 向向 に区
結域、 ん東の だ経地 線点のの の 及

点点 地 び度地地

点 イ
の分

分び 分分分分

秒
ののの の）番 秒秒秒秒
向 向先 方方方方 方地 の
向向向

地地地 地地ののの のの

分

点点点 点点

方分分分分 て度
囲向秒 秒秒秒秒 ま分

の のののの れ

方 方方方方 た秒

向 向向向向 区
域、
東の
経地
点のののの の 地地地地

点 点点点点 度地

次 有順 公を ので 先ま

分

び
及
線
だ
ん
結 面に 水

面
水也

有
公達

の

ののの

２３４５６７８

地地地地地地

のののの

地

地
点秒

と
４

） ニ
面立位区

埋
す地

関の

に１

て

地地地

ののののののの

地地地地

秒
３

）
表立
代位区

埋

と
点
地

氏地

の区の

者

１２
年受 のを

許許名住

免免

点点点点点点点

た 月
け

ののの

１２３４５６７

地地地地地地

のののの

かか

点点点点点点点

地

ららららら

かかかかか

向

方方方方方方方

らら

角角角角

向向向向向向

事
工
積る置域点

角角角

ら の野次点３

施付のと秒方 級

向 行郡基

角 区別１準

域海のの点

町地地新度

尾 尾点点座
岱 岱かと標分

沼 沼らを
結系秒

点点点点点点点

漁 港

地

方ののののののの

ら

点点点

向地地地地地地

かかかかか

角点点点点

かか

方方

度ららららららら

方方方方方
角角

分向向向向向向向

角角角角角

秒

名域置域点

北野水次の３
級 付 海面の地秒

点基 郡 道

準 別 知のと
点 海 事地を

尾尾 堀かん座

町点結新

岱岱 らだ標

線 沼沼

日者称所

港漁 達のに系

道市

成海幌

平北札
北

月区

６央

年中
西

条

日３

度 度 度度度度 度

分 分 分分分分 分

秒 秒

のの ののの 秒秒秒秒 秒
方方方方 方方方 のの

一 向向向向 向向向

五
三

の
地地のの ののの のの

ん港 町

方 のだ
地線＝向 番北
緯 点に－

まよ 、

度 でっ
をての
地 分 番順囲
次ま点

秒 及にれ、

び結た
ん区＝

だ域、 番線

度 度度度度度 の度
方

分 分分分分分 向分

秒 秒秒秒秒秒秒 のの ののののの

向向 の方方方方方 方方

地向向向向向

点

地地 地のの のののの の

町港 也地よ

点地地 地地

点っ
北 まて＝
緯 で囲－ 番

をま

、度 順れ
次た
分 番に区
結域
秒 及ん、

びだ
線＝

及、 番

点地地 地地地

目
丁

６

び東

点点 点点点 点 及経 地び 先
１） 度

の）

東点点 点点点点

地分か

経 地の

先地
点） の度

と） 公

分か 有



３４

様札約幌海

仕入契札北

が内説説条市道

平道道
行に明明項中教

成

区庁

年うおの書を央育

付す北企

北指い場交示

印及の場３画

海名て所

道競

北 海

１２

調会調納納札の

入入次

入参ず

に達計達にい

札
す票す加れ

付を伝を入

も

るる等る期場すに

す

品日所者該

事物の物る

項品印

道 公 報

北

次 海

の平 道

と成 教

お 育

り年 委

一６ 員

般月 会

競 教

争日 育

第

土 北

小地

５

海

樽区平 道

市画成

埋

告 立 面

か整 示 地ら理年 第

、法６ の の

小月 用 地

樽昭 号 点積途

都和日

号

平
成９
十ののの
三地地地
年点点点
六

西務

告争刷び場所条総

る時で７部

示入す日所

にこ交丁財

第札
すが時課

号関と付目務

う

定指能行

規る可に

に
印停と

るをこ。

す名な

等刷等に当
物さ

刷止。

のの必す

教なこ

名北仕平各要る

育資と

称海様成

及道等

数務８ほ

び財年局格。

地

量規入月か

則札
め書局

定明部

で説日方

入

るに等

長

札 告 道

示 教以 第

育下
号

８

委入

員

」
札

会と

教

う北

い

育。海

市

漁計年

港画法

施事律 の

設業第 地

用小 点

第 方港） ら築号 か地樽

向駅

角周
辺条
土第 度

月
十
九８９

日

か

点点点

地地地

ののの

ららら

かか

火

向向向

方方方

曜角角角

日

な
造い

製て
のれ 度度度

す
有。
をと
格こ
資い

の

）。
式る

様よ

。
と
こ
る

点

長

を教

）道

告実育

示

。教

海る会

北す員

施委

地３

田

堀鎌

事長

知育

道

区項
画の 分

整規

向業よ 方事に の理定 秒

にる
係届
る出

た 点処っ 地地あ の換が
分

分分分
向

方方方

ののの

秒秒秒

向向
点点点

地地地

ののの

落

に入る捨税相

号アイ

業す札

掲札落額て事当

加金者る者

札 げ金をた

入等算額で金と

決 る額

９

っ

札入約開

落財て契要そ

付の作

規札 者札書

務 交

の 則の

昌
方定効の

第時 決有成

７８

也市

達
。便便札交

第う郵郵入

）等及説

よ電書 の第にび明付 条

る報の場 ７

６

、
旨
た
し
を。

入保
金札 札

入開開入以証入

保 札札札にを保

下 札

日場日加付金

消 参納証

５

定 場場
の
行札
執
札入
入

をっ

に 札にし）あ額な

もか入た

当 及係たをる

消額っ免札者

た びる金
て の費て税書は

っ こ

記落

は 公税当落事に、

価者載札

、 告等該札業

取額格です決

入 にの金
書 め扱にとある定

札 定

と速

に るい１するこ後

未のを。や

記 入円るか

に

載 札

方な要
札 第い 法法入否他 条お

限 項、 に １て

定規 場。 規に のる の２

交た よす でし に定 所）
め格 すを 定資 付者 りる

びか入に交 及条

を る落

海第るに 北ら札よ付所

入関
札す北北電 道

道番 務条はる海海話 財

め項札教号 規
ま認事道

のな幌育 則
で
定い市庁

和
め。中企－ 昭
る央画

と区総

よる納

税 しすの

証費

－

の

」 うこ付

等 時所時金
す。免

と とと

者、

う 成ににる除

い 平
同同。

。。、付

） 年じじは納

額 ３の法

当 月そ方

相 ７

含 のは

を 日者等

海海

時北北

日
び
及所
所

中８
市庁
幌育

札教
道道

さ に満で問か

区２
央階

端入ず消

れ 関の、わに

見税

金 る数札、費

た す

に 件あ参積等

額 条がに
とすっ課

当 にる加もの

契事 金 反きるた税 該 違

の た、は約業 額 しは者

入そ、金者

札の消額で

有 。札 た

は端費のあ 分

格い す 価な と 定し 者 予
のた 限し 制の 。 の者 る

最務 で財 内、 囲札 範入

こ北務 年
北ろ３部

海

課 規内 よ西務 道
に条財

第
。丁 則線 る７
目

－

号
。

下
以

方

。 ）積地

む 火見、
財

前た治

の 午っ自

） も
契法

金行 の

時約施 分
に

分額令 ５
す
費和 当

消昭 相
税

室
条議
３会

北号

及年 る

目
丁

７
西

一道

五庁

四

る の

館
別

、数税

か ５

の 効額に免 に分 無金等

とを係税 相

事 当 す切る

則 低規
。
るすり課に業

価第 の
格

い
と

」
則

規
務

も各

を条

の
方第 上
地令 以

び政 額
消
税札）

費号 入



３

平道当こ当る件

るあ条

平 成が該と該こ付

成 行調を調と一

十 年う達証達。般

三 北指物明物競

年 海名品し品争

六 道競にたに入

北 海

２
にい

調契納納札の
入次

要加れ 約入入 を参ず

達

該 期期場 るるも

すすに

物者

道 公 報

協１
調パ

のおの平入

次な定

達ー

札 と、適成

おこ用

すナ 付

りのを年をソ に

般札け月るル

一入受６

物コ

す
る 競にる

争係。日品ン

第

海
北

教
道

ここ詳

育 のの細

庁 入入は

石 札札、

狩 及の入

教 び執札

育 契行説

号

あに
で約名所

者契
アイ

事称地

をる
かす在 る関
申

月 告争関者関札

十 示入しでし参

九 第札、あ、加

日 に迅る要資

なと仕の

号関速こ求格

書査

規るア。様審

にす
定指フ

火

るをー記

す名タに

曜

品止ーの

物停サ載

日

所必す

品に当
のさビ要

と

仕なこ

の要る

等間日
海格。

様平のる平北資
道

等成範こ成

囲と は

で有９幌

、年内が年札
１陵

札月平り月白

入９

る日高

説１成得

明日
書か年。等

札調項のュ

入る等ピ 事

達名ー
び

下、及

以は称タ
数１ 入
」４

札年量式

と月１

北月台 い
。マ道た１

う日海当×

局 約は明

告 は、書道

示 電、公に教第 話調開よ
育３ 番達する

号 号手る。庁 続。

石 の
－停狩 止

教 等
が －

育 有

海便

る担北郵

出を
し務

。る教号

とす道番

こ当
組育
織庁
の企－

名画
称総

等

賃れス件

び部北

及務

なン満

借いメを

貸て・

て

格こナし

資いテた

の
すのる

有。スい

をとン

証

とがを

こ制と

る体こ

校

及ら８土学

備明

。整

び平月）

要成
日 求

に

書月度

様３限

仕年を

に

約

。で契

るま該

よ日当

）ラ教り校

だ間
た期
。

をケ育の

施ュ石価通

実シ庁単普

育

る作教）

すで狩）科

府
政藤

た
れ長

さ局

。成
達
調谷

局 り
得告

線る 内

示 。
－

幌

地課札

在務道

所財海
丁
７
西
条
３
北
区
央
中

市

８

いで

て者

れた

さし
パ説
予札交

アイウエ入
定付 ーーーー明

パパパ

ナナナナの

ソソソソ書

６７

算す
予長
、延
しを

告

札連の予名

入入一この
時及

札保の契定称

開開

金達に期び 札札証調約

す教

関
に剛

は契よ数 保

５
る

教行
道執
海札入入

北入

４

庁場
育の札札

査番
約 審便

アイウ契郵

請請項 請を号
条 申申申
書行を

目

類っ

者審
は査

５ 入か申 の のアを 条 こ

ルルル交

ウし の 札ら請

ンに

ココココ付 時場 ル
ピピピピ期関所

ンンン

ーーーーる

ュュュュす
項海

タタタタア事北

式式式札

４１１１エ道

７７成市

平幌

式

中 台台台台

免に調 証 場日、約る量

時金すす後月

除関達１
り

。事おた

るるに当

所

項い
達価

同同調単

ににての

石所

定
予

。。が）

じじ

育日所時

教び
狩及場日

画北北よ企平成

企
局時

総海海る画成
年 務道道場総
課７月

課札庁合務年７

幌別は

市館、）月
日 中６郵

す

のた－ 示 のの
時方提と
場 出き

道

審海

、北

期法先は所

便海結札

平申け郵北査

書ば番道果幌

成請れ

育申中

年類な号教を市

６のら

庁請央 月提な
出い－石者区

規 地でけ の 、まな ２ は

るな に 自めば 定 方定れ

条 施こな る 法とら よ 治
一
よ 付 令に。 件 行ろい

２ 競 和、 般 昭り

区

××××年央

４１１１
頃３

校校校校月北

通業学学西

普職盲聾条

））））丁

科科校校７

一 目

五
五

、
称

名
の

等
品

物
る

れ
さ

で

央階便日ま

び
及
量

数

区番

３海）必

北北号金に
着 条道

前こ

西教－午の

７育

と 丁庁
狩北）

目石時。
よ

局教に

育道送

教海郵

狩に北

会育

日先。

教通３ かの
示北局す西

ら指育知条

画。丁

月に海企る７

７
よ道

課

ま作幌務

日り札総目

北

申区

た央

し中

で成市

の 争

書３

請

入 年
あ 第び で 令及 札 政

に る
下

る 、 以

げ で 。

掲 の 号

格 札
資 入

そ

す 加 」

有 参 令

を に 政

石場

議庁る

公
の

札
入
の

狩合

室

条

に局平

送育、

郵教は

な
し目

出丁

提７

を西

類

。

ど うう
か よ い

る し と
第るの
か す ）

う と
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． ここ詳

のの細

入入は

札札、

及の入

び執札

契行説

北 海

所約本

員る契契日

アイ

及

一とにの語

のこ約名

日 在 にす続び

部。関手

税事お本

免るに

道 公 報

者

アイ

入る捨税

落で

をた札あ 分 事 札落額て

決 額加金者る の 業 札 金

者

とか で 定 に算額

っ申

あ に 係し）になを

当 るたを相

第

に

北項当契要そ号

１月

道札 規り掲

約 海のた開

に単る 作

財の 定のげ 書

札

成 規に よ価入 の 務時

定を及 の 則お り）

号

９
札 交

落

平

者 成
付 十の

三決
年定 方 六

約は明

は、書

、公に

調開よ

達する

手る。

続。
の
停
止
等
が
有

業を称地て通

事務い国

郵電用

が当使

者担、貨
る

るる海便話す

いす北
織教号号言

と組道番番

はの育語

き

及 、名庁

通

共称石－－び

同及狩

貨 － 企び教

出

か た 消金も当たし

る
るはる

免 っ 費額っす者

税 て 税て

落と

業 は 及当落金、こ

価を札。

者 、 び該札額

方額格入決た で 入 地金

る 書 消にと札定だ あ 札

速、 か に 費１す書後し

の記や落 を 記 税円るに
問 載未

に者 わ さ 以満で載か札

い

ず れ 下の、す

っ否他こ

昭て めもび 要

２ 予ての

和、 た
北規 価札告

年に 定入公

海定 格に

道す 有定

則資 月なる

規る １効め
を た札札

第格 当入入

。し の限関

号有 りにに

方 月
十法法

九
日

教所
道場

海の
北

火

庁交
育で

曜

狩す
石付

日教る

り
得
る

業所育

。

体在局北
総札内 費画道

消地企海

等務幌線 税
免課市

税中－

事央

書西

出条

申３

者北

業区

た端入る消が
同 見 金 消数札こ費共 、
。等企 積 額 費がにと税

等る加の業 も に 税あ参

の た 該 」とす課体 っ 当
は者事場 １ 金 ときる税

当 の う、は業合 月 額 い
。そ、者で

た ）の消であ
て のの

の端費あっ 分り

金等か、 ５契

取数税る

い 価。る

以な 単るす
扱

者 ））条

下
務し 制たに 財の のし件

則入 のを反 規た 限者違

と、 囲札た 」札 範落し

う務 でと札 い財 内者入
則 ）低る、 。規 最すは

務
総

画
企

局
育。

の。無

１２３

課

成札日東

落パパ落平落
者通京

札ーー札

にソソを

事千

係ナナ決年の商都

月名株代

るルル定４氏

出目

提丁

を７

物ココし

す

北

次 海

の平 道

と成 教

お 育

り年 庁

一６ 胆

般月 振

の 相金

い額に免そ に約

成

切る事構 当額

を係税

部
すり課の業

北

平を１ 海

成次平の 道

契 の成 教

の 年よ 育

北う年事約 庁

海に６項 宗

道改月を期 谷

価効 第 第
格と
す 条 条

。

第１各る

． ．

及式田 品ンンた

社外

等ピピ日日び会区
田

名ーー所神

のュュ住

１１目

び丁

及３

称タタ

数
量式式

番
９ １
当××

月台台号

競 教

争日 育

入 局

札 告 道

に 示 が教よ 第 有

育り ２

落

り

号 得庁 る札

胆

を

。者

振決

教

１

定北

教正 教

育す日の間 育

庁る 局

宗。の 告

谷事平囲 示

教項成内 第

で 育と ２

局し年、 号

示１月成

告、９平

第の１
日年

号北のか８

１

道
教
育
庁
宗
谷
教

の
り校校

た１１
）

）科科

価通業

単普職

し海

）

育た道

局

育

。教

告庁

示

事ら月

木
長
局
育

教
振
胆

海

一道項平
を

般教の成日

競育次

入宗次３度

争庁に年限
当

札谷の月に

教１

品局項ま契

物育事日該
間

賃加。期

の長をで約

）るだを

借及えた

育
局
告
示

一
五
六

、長

の川。し延

昭
俊

村

のこ

）算る

施英予す

実
一範と

の夫



人ー療

老ュ医院医南愛

法 保中法小生

療

平 人 健の人

成

太 施島札樽会

十

田

設幌

三 サ平病病

年 ン岡病

六 ビ病院院院

北 海

海

同介イ同院同介イ北
社

老ふ老ふ道

護フ護フ

ま札社保ま会

人く人く

団健つ幌団健つ保

社保

岡望設介

展施平展施険

会ラ病会ラ護

望設

道 公 報

定 北

昭）北 海

の平北病海 道

一成海院道

和
選

道社 部 挙年
を年社会 管

次６会保

北
理

の月保険

海
委

険病

道
よ 員選
う日中院 会

第

６７
に在

般成約名所

一平契

競
海る

入北す

争年関称地

教務海海

の道事北北

札
公

号

契一

４５

落

約般 札

の競 金

相争
決

を
方札

手入 円 額

月
十
九 同同同旭

日

田穂見条

清稲潮４
市

川

区３台通

火 ３平番丁１
目丁丁 番岡

曜 ２号１目目

号条の１左

日

田
清

同同同同

１３番７

岡の

３西平番西中

区

の岡岡

島 ２号

１ 条

に央

挙

地地 １条 番番

告

改
管
示

正同

理
第

す同

委
員
る 号

中

第
示

告。
会

北中３の
１

海のの島 号

道島

室

告育を道道

選１条 不

庁担教道
胆当育蘭

選
教る胆幸

振す庁市
挙 育組振町
管

告の育番

局織教９

理 示名局

第称企号委

１及画

員

所務

号び総

会

目号

丁７号

続
手

た
し

定

平

同同

めり

改削

にをを

」」」

丁８
丁 目

目

平平平平

８丁 者

挙条８ 在

を

」」

員 を

委目 票

理丁目 投

管

う

会 行

委

こ員

と長

が
で

在課

病

橋を、 る

」に き

地告
示

、、

海
北

つ身グ

道 ば体リ

公 さ障ー

安 害ン

委 者ピ

員 療ア

会 護篠

リ体

ムケシ温旭身グ身

ー障ー障 川 福アョ泉体

者

市 荘ウト害ン害

寿ハ
朝テ療ア療 緑

スス者ピ

之 の
等

康 院

里イ護篠護

指

樽

福社ド人旭社福ホ小
ム市 川 寿会福ホ会祉ー

祉特は軽

園福祉ー福会

法特法別る費

市 祉会ム

ノ護人

人別は人養老 緑

養る

別

ベら特福ベら介ん特
ぽ養

ネ山別寿ネ山護ぽ
人の護

ッ鼻養園ッ鼻老

人

ホ老ホ福丘老

セ護セ

ムホム施ホ

ー人ー祉

小保里生

人朝

南老ル愛

病ラ病

設
樽施泉会

健温

告 施路

示 設

第

道

号

幌
札

公

北
市

安 区
篠委

２２
－路号

員

苑設設

温朝施路施 風

条

川幌幌

同同旭札札

泉里

央

朝地同春北中

市市市

光区 里

区 川台篠

条

泉条２８

温４路号南

条 ２

苑ド人ー

ノ護マ老ホ 風
赤入

市
川

同旭同同

マ老
２台２４

岩光岩船

赤春

目条目目

丁４丁丁

らムらたム

くーく設ー
北

市市

幌幌

同札同同札

南－南－茨

東東

区区

北

８２戸

南－茨
戸

条条 条
４
市

川

同同旭

院ー院

ポ

条

潮朝地
里 見

通 川 台
温 １

９

２ 目目

泉 丁丁

会

目
丁

告

番
１

示

平

一
五
七

丁丁９西

に

」

目目丁
目丁

１目

平平

番番１

同同

１

番丁番番

にを

」」

目

平平平

号号号

西の西西の

を

」」

平

１１１

目目目

丁丁丁

平平

号 目 番７ 丁 １左

をに

」

７
号

平
番

同

、、、

。
る
め

改

に

」



定定は

概要検検検検又

式請称 定の 製型申名 定

び 番効 業試者及 年有 造

月 験の

北 海

検検又代製う型式の

２

業遊遊型 表 定定は造事

称は所技技 者 の申名又

式 の 者及検の機機 有請
のび査所のの 効

道 公 報

型定

型式の概要検検

１

年 造 技技式定 遊遊型製

月 のの験番 式業 機機試

第

又代製う 、成
で平

の
た

検
定は造事 同

者 則６申名又業 規年表

者及検の 第月請称は所

の

のび査所 ９
条日

号

機技
適 技遊

の 遊の
条務

正

平化 の機
成等 認の
十に 定型
三関 及式

年す びに

六

間名所

番氏住 期 者 型関

平第公東ア

名号日号

ア

示京イ 成 ル

の都ジ ゼ

日港ー 年 株

区テ 式６

成宕ー

会月号平愛ィ

社

一ジ 日

氏

月３ン

６目パ

年丁ャ

類分名

氏住を在種区 期

千回遊イ

間名所名行地
葉胴技ン

公東ア代鳥栃
県式機タ

示京ル表取木
四遊のー

の都ゼ取県県
街技認コ

日江株締米小

東式役子山

チ

平区会市市道機定ン

鷹び

成有社岡和荒市及

明田田井
の型 年三町

台式 番 ６丁和

一の

号日号

種区番 者

月目生

平第

類分名名

千回遊セア

成 葉胴技ブル

県式機ンゼ

年 四遊のラ株

街技認ッ式６

道機定シ会月号

市及ュ社

氏

一の

台式

の型

鷹び日

名所名行地 第氏住を在

取木 の東ア代鳥栃 項
１

定都ゼ取県県 規京ル表
式役子山 に江株締米小

岡和荒 り区会市市 よ東

示明田田井 公有社
三町 す北

番 丁和 る海

る

目生

月法 式す

十律 のる

九検技

日

にの
和 等上

昭 定術
法 す格

年 関規

火

第 規適
律 るに

曜則合
し

日

番株

昭て号

宕
か愛社

）号会

日４式
階
７
ル
間ビ
年洋
３東
ら

地 １番丁検
に

）地１等

日番地目定

番 か

則

間規

年る

３す

ら地関

１等

目定

丁検

第
条
６
第

６
第
則
規
る
す

地関

番に

地

第
条

委地 安番地 公１番 。道 和い）

田
潮

長
員
委
会

員

る第

年旨
項

公定４

家検第

国の条

安

を

会営定

員俗検

委風の
規。

第のう

則等い

規業

事
う型式の概要検

５

４

技技式

業遊遊型製型定

検検又代製
号
２

年 造 所
又 定表 定定は造

要検検

請称は 者 定の 製型申名

式の概

４

号
２

年有 造式

定は造事

検又代製う型
技 者

申名又業遊遊型 表

請称は所技

う型式の概要検検検

３

の 業遊遊型製型定定 事

制）

年有 造 所技技式定

６業っ

第び行

）及を

条

機機試

は 者
又 表造

代製

番 者月 所のの験 式業 の
地類分名名号日

在種区

平 株 ぱ遊

成 式 ち技
ん機必会

年 この勝社

技定イン月

遊認ガサ６

機及ドセ

の 試者及検

型ア

びイ日

者氏 月 験のび査 番効 業

間名所名行

番氏住を 期
第公愛株代愛

名号日号
平 株

示知式表知 成 式

の県会取県 会

日名社締稲 年 社

古サ役沢 オ６

セ杉大

リ月号平屋ン市

成市 ン

中イ島矢 ピ日

検の機機

ア年区ア紀町

のび査所のの式 の 者及

類分名

氏住を在種区 氏
代沖回遊レ

名所名行地

ス

京式表縄胴技ー

東株

遊のク

都会取県式機

東オ役覇技認イ

台社締
石港及ン

区リ市機定ー

３型

上ピ原町び２

東ン

番効 式業 の機機試

野ア

種区番期 者月 所のの験

地類分名名号日号間

在

平第公 回遊ドア

示 成 胴技ライ

の 式機ゴジ

日 年 遊のンー

技認ダテ６

成

機定イィ月号平

及スー

びジ日

名行
を 氏査

の検

型ャ年

役田

締富

取府

表阪

代大

ル

式ー

ッ字

コ大

ス市
林

ィ

にデ

等ド

定ン

検ア

の

ー志高

６
第

則
規

る
す

関

内ア五

月のル男松

６丸
デ番

）丁ド二

日二ン十

ィ地

か目
ら
３番一

年

丁幸目の

二昌丁式

間号

番定

目４検
等 番

第
則
規

る
す

号関

７号に

のン月

式パ６

６

検株

ら

に社か

等会）

定式日

６
第

則
規間

る年

す３

関

・備

ト佐

ウ
ィ

ー
ラ１

ゼ地

ン番

一
五
八

条

号
２
第

条

イ
号

１
第

条

号
２

第



又代製う型式の
８

平 は造事成 名又業遊遊型 表

十 称は所技技 者三

の 及検の機機年 び査所のの式

六

北 海

定

式の概要検検検検

７

請 定の 遊型製型申 定定

式業 機試者 年有 造 技式
月 の験の 番効

道 公 報

事

検検検検又代製う型

名又業遊 定表 定定は造

有請称は所技 者 定の申

の 番効の 者及検の機 年
月のび査所

第

事

代製う型式の概要

６

者
又業遊遊型製型 表造
の機機試
造 は所技技式

査所のの験 式業 の検

号

の申名

定定は

検検検又
のび 番効者及 有請称 定

住を在種区 氏

月 所名行地類分名十
九 株代東回遊ヘ日

都式機サ

式表京胴技キ

会取
大役飾技認

社締葛遊の

都区機定火

研原菅び

技木小及

曜

海丁式

二型

日

間名

区番氏 期 者

俊目の

平第公東

分名名号日号

遊バサ

示京 成 技ナミ

の都 機ラー

日葛 年 のッ株

飾 認シ式６

成小

定ュ会月号平区

社 及

菅 び日

氏

の月目

式６丁

型年二

名行地類

氏住を在種 期
東サ代埼回

日号間名所

示京ミ表玉胴

平第公

成

の都ー取県式

日豊株締狭遊 年

島式役山技 ６

社里大

月号平区会市機

成東
池見字 日

月丁治田

６二新

年袋中

名名号

を在種区番 者 氏
名行地類分

サ 代埼ぱ遊

ミ 表玉ち技

ー 取県ん機

株 締狭この

式
社

市技定キ会

役山遊認

見字びズ

里大機及ッ

氏住 期

治田の

新式

中型

京ミ

第公東サ

号間名所

示
の都ー

日豊株
島式

池
成東社

号平区会

番定

８検

月丁
６二

年袋

第
則
規
る
す
関

号に

９等

８

第
条
６

検

ら

にか号

等）９

定日番

６
第
則
規間

る年

す３

関

目字

第
条

芝 日
）番

検

間
年
３１ ら号－ か２

等

芝定

字

に
条
６
第
則
規
る
す １関 －

目

第

日

２

間
年
３
ら号

か２
）番

造事

検検検又代製う
号

定の申名又業 表 定定は

号
２

有請称は所 者

造事
製う型式の概要検

技式

又業遊遊型製型定

検検検又代

年 造 は所技

名 定表 定定は

の概要検
式請称者 定の 型製型申

う型式
９

イ
号
１

年有 造

定は造事

検検検又代製

定の申名又業遊遊 表 定

要検

有請称は所技技 者

及検の 年 造式
製型定

概

期氏 のび査所 番効の 者
間名所名行地

氏住を在

式表馬

第公群株代群

号
示馬
の県会取県

日桐社締桐

生ダ役生

成境ド毒境

号平市イ市

野ー島野

式業 検の機機試

年町町

種区番 者月 査所のの験

行地類分名名号日

を在

平 株 群ぱ遊

成 式 馬ち技

県ん機男会

年 桐このの社

定道フ月

生遊認花ソ６

市技

ィ 境機及

の 試者及

町型

野びア日

者氏 月 験のび 番効 式業

日号間名所名

番氏住 期

平第公群株代

名名号

ス株

示馬式表 成 ー式

の県会取 パ会

日桐社締 年 ー社

生ソ役 ニ６

ュ月号平市フ

成境ィ井 麻ー

野ア置 雀ギ日

ン年町

の 番効の 者及検の機機

在種区 期氏 のび査所の

名所名行地類分

氏住を

第公愛株代三ぱ遊

号間
示知式表重ち技

の県会取県ん機

日名社締桑この

古ニ役名遊認

大機及

号平屋ュ市技定

中ギ井字び

成市ー新

者月 験 業試

年村ン下型

平

名号日
番

株

成 式
会

年 社
都月

大６

技

月丁治丁

６六廣六

研日

目目

日
３

ら地地 か番番 ）

一 年五 間九

定

目検

丁の

七式
等

６
第
則

規
る
す
関 地に 番

６七定

目
月丁男

日

深式

間
年
３
ら地 か番 ）

部検

月烏司谷の

６区悠

森

之に

）三山等

日町字定
す

ら目原関

か丁
３

る
６
第
則 １ 間地規 番 年番

イ
号

１
第

条

イ
号

１
第

条



製型定定

の概要検検検

式業試年有 造式定の 型

月 験番効

北 海

事

検検検又代製う型式

名又業遊遊 表 定定は造

請称は所技技 者 定の申

番効の 者及検の機機 有
のび査所のの

道 公 報

造事
製う型式の概要検

技式

又業遊遊型製型定

検の機機試年 造 は所技

月 査所のの験 式業

第

は

の概要検検検検又代

の 型製型申名 定表 定定
者及 年有 造式請称者 定
月 験のび 番効 式業の 試

号

型式 平
成遊遊 十技技 三機機 年のの 六

公

名名号日号間

番期 者

平第 夜株

示 成 叉式

の 会

日 年 社
マ６

成

ツ月号平

ヤ
商日

を在種区 期氏

月
６

会年

間名所名行地類分

氏住

第公広株代埼広回遊

号
示島式表玉島胴技

の県会取県県式機

日広社締羽安遊の

島マ役生芸技認

海及

号平市ツ市郡機定

商本沼田び

成南ヤ山大

区

基丁南式

年仁会２町型

番 者

月３就目幸の

６保

類分名名号日

を在種区

平

行地
埼広回遊義株

成 玉島胴技太式

県県式機遊会

年 羽安遊の社

機定ツ月

生芸技認マ６

市郡
大海及ヤ

式

２町型会

沼田び商日

氏住 期 者氏
目幸の

丁南

名名号日号間名所名

番
平第公広株代 株

示島式表 成 式

の県会取 ゴ会

日広社締 年 ー社

島マ役 ゴダ６

南ヤ山

ーイ月号平市ツ

成 アド

区商本 ッー日

３就

ち６保基

コ年仁会

種区
ゃ月

月類分 十
九ぱ遊 日

技定
遊認

この
ん機

ち技

火

び
機及

曜

式
型

日の

町検

間
年
３

ら
か

）
日

丁

定 日目番
号関

か番５に

）４番等
則

間規

年る

３号す

ら２

町検

第
条
６
第

定 番

則
規
る
す

号関

５に

番等

丁

第
条
６
第

ん

日目
）４

定
検

間
年
３号

ら２
か番

条
６
第
則
規
る
す

関
に

等
第

第

１

等
１

身じ道

に
章

及施通

り趣こ体た交

よ

旨 計

及び策安

の 、
画

び財と全

計 道
の

根産と対

画 民
性

に

緊交一村と進
号
２

一

るた当

の通層交、すま

の係。、た

課安強通関

と対に安民同っ

題全力

団には

な策推全間時て

般し関体交、

っ全進に

に済だ当ての町

号
２

て
、

推し活け分厳、こ村
よ関

進か動早のし一の
びう係

ししのい間いた

段は状 てな
きが時階況事な民
団

たら間でくに故状間

が指
結、化安るあが況

平通定地

北法交制定

年

行

道第成ま安さ方

海律

全れ 交

年え対た政
こ関 ） 安６策。機 号 通

も策

は

イ
号
１

全月がの

拠を 格

護、議

交 一保に会

、 人

る海作

安 がす北が

通 人

めのす

対 らた道成

全 自

北域も

基 り、地る

策 取

道性で

法 む海特の

本 組
交

和 安区応る

昭 通のにあ

お安民

おにてすに通道

たか施い全の

りわいる

関分

人るな策てに十

、

れ多、すな

命総けはは

解

重的ば方相る理

尊合

にに策を

のかな面互施

念長なわ密は求

理つら

な道る

の期いた接、め

になて連民と

下的。っ

、

果近等全まる発か体
、さ

、年に性社。生ら
た交ら

陸、よを会まし
、場通に

上自り飛」た
更鉄合事は

の動、躍が
にに軌に故、

交車道的
交高進道はの道

通保路
台通め展交、防民

安有
対数事たし通多止一

全

一

策及故新、に数は人
従人

はびにた一おの、

れ、 第

、運よな層い死

総 計

日き合に北

かづ道 第 を的基海 条 画

計、市 項 平つき、 ４ 、

画６町 の 成
規

に ６なに及 定 年的次村

り ７進た関 よ 月推わび

の に図北民 そ 日をる係

道
交
通
安
全
対
策

全域じ。

け策

法 動お施

年 活にた

進陸実

第 推るを

律 を
す上施

こ に

も交る ）

るのす 号

す全を づ

と安と 基

の通

生と
。関的 、

るに目 き

策るを活も

、施い携
でち直、

世のの保にに
関民

の綱、、接道

紀大
全定定合わが

安を指総
方かも体

なめ地的る主
がに

通こ行つの的

交、
会に機果多行

社れ政効
、に、交

の基関的くう

転る交多て傷来が
形づ

実免死通くは者に全

着

を

な許傷シの、をも力
し挙

進保者ス死事生増
るてげ

展有数テ傷故ず
数お指て

を者はム者件
生はそ定取

続数増がが
現じ減れ地り

けの加出
てする少が方組

て増し
、おるこ傾あ行ま

き加
とまりこと向る政な

た

れ

こた、とがを。機け

が予示関

た道団 要 作る海間
ろ、

、通等 を しめ交体 旨 成

和全各 の の昭安が 次 た

計般 と で
、

北６をわ り 交年画に お

成る 表 安海月作た 公 通
る 対交交し交 す 全道、

安安昭安 。 策通通、通

基

会
議
公
表

一
六
〇

生
、て の

てし 民
しと 住 こ通

、準海

命に北
国、

にて海施の安

成い北実
、る策総

向諸道す施全
推検

て策市もの点

け施
、を町の

北な

で道世期想し、ば

れい海ら

あ民紀待さて

でれ、る道な

る生のさ

喫

やきる極も、い

。活

全和全

、

経るがめの市

対

本全

法対対

策策年策

和議本降強

昭会基以を

法、力



警北道

○○

２

平 察海根北目交警

成 本道海通察

十 部交拠道的安本

三 長通交全部

年 、安通対の

六 指全安策行

北 海

北び的組北

及目

○○○
織道

通海そと海

根交目
の施る知

拠安的道のす

策域のを

対区策。事

全

道 公 報

通策り 第

交環をと１ ２

通境総な 章

海

のと社と合っ北

後容

会い的て 北

をうにい道

方し
海

構三策る交

向て
道

成つ定。通

とい
に

すのし安

、る
お

る要、全

北。
け 海

第

期性こ大

関基画の

２３

の計間格の綱

係位こ本

方付計画と及計で

地置

はり

公け画」しび画あ

い容、、

共及はにて内

期平ける北道

団び、お

体

号

おはた通

な長ま交

の村
町計

北こ市全

、、、安

内画交を

道計村画

海の

月 定総全をう

十 都合総総交

九 市対合合通

日

長本策か全

の策対的安
の

市部有策

、部本つ対

町設機

火

長規に絡

村置的連

曜

び進整

及程推調

日

お施長

基に実会
消すを

、

第る推し

法けをと

本

陸進
と地

及交る定

条上す指

海安も行

北のと方

び通
関関

交に、機

道全に政

人素実対

通関

る

間に施策

道

交

、つす会

交

通

自いる議

通

安

動てた

安

全

車、め

全

対

・その

対

策

列れ北

策

の

車ら海

会

推

等相道

議

進

の互に

を

体

交のお

構

制

成る。海路
す通関け

成

陸道交

の間
長
び３交区、

及年上の通

のに軌

そ月通域鉄

の
のににけ交

他日部お道

行央づ陸及

執中基る通

関通て交踏

機交い上び

成

にに通作
の安お通切

い対よ

けづ全し

お基安
す

町、会と

市て策う

る
村置と

で町をる

村市議
、

安通なは

通交かき

交

防る図

対全市あ

全安い

な

の、と

関めこ

機たる
、目

を道を

等海ど

長北

す道す

と海と

員北的

委

す係の

庁

。育。

る教る

北

対総関、

全る機長

安

なの道

会的互海

策合相

委

例策絡育

条施連教

議

図教

画を会

企整員

の調

機連る

いこ長

つる育

に

安

係及考通

関関を交

る

れな対

関そし全

機び慮
推

じがらの

講らが策

が

す切体

う動適進

よ活、
、

る場つは

するか制

と

安に

意全りの道
施と効

にけ

を策平全お

見対、

関る

き会成

か議

け決度る通

なが年す交

ばしら合安

れ定か総の

ら成かに

なた平的全
つ関 な第

。次度期る

い７年長す

のじ

会画村か

策計町ら

条成は、

を作長め

議を
の指

になこ係

例し、関

設ば画地

りれ計定

よけ
づ政

しら基行

置なに方

海
北
び
及

いいい機

てな

で 記こと近）約

の下る
の故割

さ こ 録し年事５

、
更、北にに

ま 数 をた

を道

議ど海

審な北

てと
、
し

交本、。

のムと人かた

失関て通負し
い 過にし

の発 にす厳事傷か

道、

策し果次

基るし故者し

施お

をのなと

等て的の

加

化市様らなも増

内交

本動を

の街化本れい自

の々道車続

進地が道年

空行道改に保け

行の進

の

通でな策

交ま的対
、

全計策今

安を施

第 域対
３第１ ごこ策
章１ とのの

節道

道近

にほ強
道路

路年

交か化
路道交

交の

通に等
交路通

通社

安、を
通交事

市、の

る。て関
全そ図

、

○た
ま

村町、

町市長
との

海長庁

組北部支
本

海占な

ざ 年 知し所

織道

死 し６道めっ

ま の 新第

車い

交 者 た次にるて

な
は海け両る

通 数 。北お
道る相、

安
全
交交互

安事故 台策通通事 人対
計の割 前推全故の のを
の徴が とし画特合 半進

件 づ技いの数、

交生

た

の

事数 く術も推でそ

通

と昭後

故で 交革の移は
、 事が予和は

はは 通新

増
昭
和 発 故望想

生 のまさ年加
傾
年 件 発れれにの
に 数 生るる

向 で のが。

に 蓋、は

然当人あ 昭

善お有、

和件 性分とり

て交さい台こ

国洞し路

化、い通れて数れ

際化

、伴

の道る環てははに

る自人い

進民。境い、

、活、。動口自

展生は

に伸車

情や道ま車の動

済の、よびの

報経路た

上行

術活新都るを走

技

や間動回台

の動設市移

を会
高の

の通故

取情

総のっ
安事の

り勢

合目て
全故す

巻は

対的い

のう

く、

策にる

す勢

状安

地応。

う

況全

方じ

勢

で

本て

と

快

部、

交

適

を要

通

な

置綱

安

生

い及

全

活

てび

対

係域

を関区

事、轄
い要

部部
本

域

副を区

、等の

長長市
とむ

、員含

事部を

知本

を高 な

道る）

海す。

北

る、 ての標見く っも目
成生 る、達と発 いのを

る数 、成す件 が平
第年こで

一 のとは ６

六 死は７ 次

一

超 道数来を 海者出割 北

、 をのそ、

かえ 交をな

さ、ぞ成

年死 小間れ平

に者
数 く本れ
は す道最年
昭 るの悪の

め路記生

件和 た道を発

、

、通し数 年 死 の交録件
は 数 車をたは に 者
で 両取が

やり、 は人

高距やっキ
道巻そ

度

送増も

化時速離輸てロ

化動長に加着

、間自が

るに

疎等車く大す実

過

道鉄くと増

化が国、き

す

進まの道依と加

の相

送しにる

行っ延輸存も

地、等等な、も

とて伸

れ転と

方まののけ運の

ま備共ば免思

都す整公

環
市

策

境

る領

の

の

。等

今

確

に

後

保

基

の

、

づ

方

地

き

向

保

関の

機境

係環

関球

、

育お

教。に

連、

の全

と

育の

教部

会本

員る

委け

海掌

北分

びの

及務

長業

警た

道の

通っ、

下 計

。者 全以
た死 安人

昭

のすも
で 画と

数

情後と ほ 和 路くの件 と

交

ぼ

シは少上 半 年 通勢減史

ス依に最 減 に
向し悪 テ然

ら保れ

にすが交な許わ

雑実手ず有る

お複着通

数人

る化に段、者。

け

め少後も間

中・進が今

通と

交化

、子

携少
心多

部支

本、

察め

全齢

安高

副区

をの

長庁



、開もの画

に展とこ計

ー全

市をによ的高シ安

推者トか

民図、うに齢

雪観進のベつ

参り積な

型高寒点す交ル円

加、
社齢冷かる通ト滑

北 海

２

と対対制こ

しこ諸止抑

質て 道

的いを策策並の 路

量く理をのびた 交

的た想積充にめ 通

にめと極実事、 安

変にし的に故従 全

化はてによ発来 対

道 公 報

こ有度

来な
台 ）傷はと道将に

が交のる
数 冬事な等路

間と挙通交と
の 期故い

事測
び に物げ事通予

伸

お損ら故

第

雪高

）い）合）用）て

ーの解い

最る死がシ者

事きト割け致

高、亡大

か率

度故いベ合頃死

速
違で、ルが

号

平））し

成て 死
十者歳増
三数以加
年の上し
六

者地らこ安及・

中のて

適

の、で、と全び快

会

策ャな

進身あ次と対チ

施るのイ道

展体るのす

害道策。推ル路

、障本

シ通

齢者のを進ド交

高
、の期点ー環

化等冬重
の関着の

高交間にト境
の備

情弱交係用整

度通

、、推る生の
報者通機

し 策

て人社進事後交 の

い命会し故の通 今

る尊・て発被安 後

道重経い生害全 の

路の済くの者対 方

交理情必抑等策 向

通念勢要制のを

環ののが、負基 重

境下変あ被担本 点

をに化る害のと 施

背、を。軽軽し 策

景交踏交減減つ 】

のれ
事 け事れの故さ

等

が。通状る
故 る故る見

きに
生 イ大し況。

発 タ

要 ス増い
諸 のくつ

の ヤ
た、
を ッしは

因 タ加て
推 ス、確

に レが正
基 ド

反はト高らと

定 化人に

着、ピっ

に、のいスな

率ドい

因ラ用ーて

起ド

徐出、

るブはのる

すイ

の光に過

故観々し

事や

しに

生の上等

発等向ぎ

多ジてよ

がレ

月で高い

十は齢る

九、運、

日転
の一

満第
未が

歳者

火

者事
若当

曜

と
と者

日

全・底

化や安関徹

歳な

社事確体

の通の団

等交
も密

情被に緊

会故保の

変等分連

の者十な

勢害
す下

に立慮の

化の配携

し留必総

応にるに

対場

策図、

と通ま通対をつ

故て全のる効

し事え安

と的

厳の、対充こ果

た

通のにがな

しな交策実

策

道安事推よ重対

いい

に死でへ

路全故進る要

通交実当者あの

交なの

及。善

状通態た数る改

に会十てびを

況社にっ

す が身見

的を分は重図

全が
と ん故め

る 進事極
成 とのい平 こ体た

、 だ
で発と

致での スやろ年 、生こ
数 プ率る者 ッ死あ死 リ

ャいっ

起大、は ににが

亡

に、が死

特ーるて

く

や動故

者問自事

若訪、

加

謀省乗増

無帰車が

の

用の、

転私中し

運等車

ら

５よ者か

約に死春

が

は
の故

上事
以る

割るで

保
大許
が免
者転

齢運
高

び
を伸
合の
割者
な有
き

か

施すが的

た意要合

占

。

のとるつ

策るあ

をを

整ィを交備果

ウア
安故改評

備地ー図通事

配と全多築価

を震にる

者と

確実対、傷る
推や

対すし故数と

に現応事
とた車

イ

処るた防のも

る実一と副の

のす図を

系。マ施般し道交

体る

自、

的道ルす道、等通

因き
すな動

軽化保程

る変車人

第１

２

ア

せとの
節道

道

るすそ下

路

路高

とるの、
講交

の規

と。た第
じ通

新格

もめ２
よ環

占の、に

をもは秋

、節

て割着け

めの非か
３

と
交が 第

通究 ７

事極

冬救被交市
次

故の

道助害通民
北

に目

に・者事参
海

比
てに
め率

お救対故加

、
る例
い

な

安運的

通全果

交安効

進火慮と施発事し

全転

に対

す山しも設地業、

整によ策

る噴たに等点

路各備つる効

。火道、

備が

の交種事い整果

等

災の詳等不

自通防業て

分

災境対推細と十

然環
を事せな

害の策進な併
重所

強備推故て箇

に整

チる路交のを

いを進分

備のモ。の差整体

整民

改、的

をニー新点備系

ズルや良路に

進ーダ設

駐離

るに施改や上分

め

をに切車し

と応策築踏

コ

もた推当の対、

とじ

っ体等ミ

に効進た立策

他的、て交のュ

、率し

設幹

に

のな交は差推ニ

う境

・線

、関に
との

改道

平係掲
す整

築路

成地げ
る備 方る

にか 施

よら

年行諸
策

交域

で機策る地

ま政施

安生

、及総通の

に関を

対道

間市的全活

年び合

よ標
死村つ策路

の町か

道

るで

け急策調型
交

死あ

る体の査の
通

傷る

交制充・交
安

者が

通の実分通
全

数、

安整析安
計

を当

全備の全
画

限面

の充活
に

り、

確実動
お

な自

保の
け

く動

推
る

ゼ車

進
目

ロ保 標

締

の保取

育確導

教の指

す析点に

施
実
の

進り

推

にい

線進るを的お

幹推

は

ッるい実て

ネす。行

さ

ワまこす、

ト。、施
に

ク、に。ら

ーたれる
果

整路づ備効

の道基整
な

や造事に的

備構く後

テ

災の対い対

防物故お

交等をィ

交輸通、化進

機体節通を図道

通送結

進。等

関系点安推る路

確交施しまの

とを、全

、合

連立通設、た総

の

点つ道都的

携し拠に沿

整

化複へいか心な

強、

もの区備

を数のてら地

る交ク併ア等、

図のア

強のに
道通セせクに自

に進る

数よ力推至

者は
層進路

、一推道

をり
のす交

ッ 下

携。ネ 以

連る通 人

、ー る

りワ す

図ト と

を

近台
に有

民に と

道ク こ

民の
道り
、た
け当

づ数
故を

事数
通者

交傷
を死

脅能
の可

一
六
二

セ震にはに

・耐策て策

ュのけそい

キ性向、つ

テ上整効検

リ向たのて

スい車

路機スてセお転

の路備をて駐

整関道整

人場

を連のす考、車

備

備こしとの

推携整る慮

て 指

理っ 目

のよ を

進を の力路

協道 も

と、 す

解

る少
守減
らり

か限
威な

こさ



イウ

平 設行め切交

成 の者の安な通幹

十 交及交全配規線

三 通び通施分制道

年 規自規設・を路

六 制転制と誘積の

北 海

果通

通等理交を効

カア

情進的過

管高に等通推

い積報すな交

理速つを

制動て極通る交通

体自
の車計的信。通が

道 公 報

管備

進主しに通整

エオ
め然理を

道す要、努自

幹ーる災施推

路るなロ

通と線マ。害設進

交と
にも道字が及す

第

協策

のにがリ間と対

ウ
歩整力効

円お面住ーの

か系行備を果

滑い的居

のはつ・空を得が

化て
促、ネ商間総る不

号

と整

を鉄るの

討す間

イ
整等もを

い駅と備

行道
備のに推

月 の車を併導極構

十 見利推せを的造

九 直用進て図に等

日

と進勘

し者す計る推を

主。的とす案

をがる画
に。、

施な・もるし

実
す道総

火

。は的公度

る路合、速

曜

域歩都輸制

地、に共規

日

画にシ規主
交行市送等

道

備道的推ス制な

整国

すム推路

を等に進テの

進おめる等進は

推に進
とま整交

しいる。の、

を流

安はとた備通

、て
性全に路推を

全、も道
渋用す序

・国、利進整

びる
頼な滞者る化

信的

の用生交。

関に路併発

た

る交交表し通ま

す、

・場制、

情通差示た規

を制付シ合資自

報管点

安材災

迅エ近ンの機然

アおル全の害

速リにボ

備に

つのけ表な整時

か

大を行をお

的拡る示通

十
に等型積を推け

確大

的と分

進公ッ業の合こ

地備ににな

に共ト系整

通ー区や実十場

関交ワ

は

る機クに自施分合

す

る慮、

法関とお転す配

て走。す追

律等しい車

バ行、行整る加

にのて

な

づリわコ空備。的

基

立業対

きアれミ間の事

ニ整案実策

、フるュの

通改す

を交、進
重リよ

特

す節事。

進結築る

推
おと、

。に等に

る点業
、

、た者

てせ齢

い併高
電

者総機に

坦類体

平線身

び交のい

が及合関つ

通
転規全見

な自通安て

主
利を優し

路車制・直

道
者進通行

、用推先を

は
安、をそ

過のし行い

通
を通保適

通全交確の

交

箇へとす
抑確流す正

を

もた

の業所のとる

性事
い画お切にめ

高計に適
る道料交

道にけな、の

自規

交づ対路金通

路基
の交の通動制

通く策交
討報受実

確通検情収を

スす

に全、をシ施

保安
め設切供テる

努施適提

保す道

提交案極確進る

管標にする路

供通内的

と報

る制識取ると情

す

整入めも提

道シのりた

装

情テ備れ、に供

路ス

国通信置

報ムを、交、

供充点際管号の

提の重

セ電備

装実的化制機整

高進進ン源、

置・にの

施の
の度め展タ付広

等

等実後実

点ーうテ備や

慮・各施は施

整化配ィ

地連すゾ交に、を

備と

策切

区携るー通当対適

ーっのに

にし。ンモた

めつ形ドて効講

定つの

、をる

ら、成のは果ず

の併全関評。

れ幅と安
快住す

駅広せで係価

た
障

周歩、適民る

のいて

化等

確中者

が地害

性の
た進共

れ推公

さをの

保

関

広安機

の、通

幅し交
適用

道快利

歩でを

い全

す量たを

制保・る化

」

た適のる

、るのめ図

し

。

歩
地地るけるそ

す付すア

道他イ

域域と、。のバ

ほ
民民も路のパ

住住と

の維るのか

る等なすム

管路備既

整持道整、

。

揚

し禁計関の高

イウ

備

法接を

、止駐画す違密

・基駐な図

駐規駐的る

的

整化る等ー加域

制車

対の置な

備をこの等装

推ると応交の交

を図と
。

高人の備道総

車整速ア
市

す度と利を路合都

供

おな機

る情道用推に的

道バなのと

交報路者進

行理も

地のリ通等と

辺

、

等備フ空解に

区整ア

の交

る即節行等の

オカ
止害交通

。し交や禁災

事面等発通規

既た通路

行移

を歩た

等なし
供交

る新

特すす
エ

備空動

整

ス

交か供

、ほ。規

にる

参、通路・

等のに交道

境通状

一加道環交環

と

路

とよ利の環道

体に路
交者備のの

なる用整境

反備備

た通かに整整

っ

すに

全全の映等

安安ら
。る

道設見るよ

な施意

路等を

携。

停の場総本車連る

的針にを

）解及合方等

禁な駐な等関図

車除び

定、、

止ど車駐をしり

制実対め道住

規駐の車
駐への

の停態策る民民

車把た車の理

適）をの

報と

な禁握め場広解

切

る駐備・協

推止す、整

通技と等すい駐能
進規

対道

情術車にるて車や

と、策路

報等を対とも

ッ、も広の及

板をネし

の用トリに域推び

等活

な通

整しワア、的進交

クタン情の

備たールイ

況

推路化イタ報状

を道

なネ供等

進交すムー提

るシこ規ッサに

す通る

制を

用通故状の生規制

通はを迅

の規が況交時

発時規、迅速

高制多・

道なす間制緊速か

速と

つ的

路るる帯を急かつ

点通的確

によ路に重交

・慮に路確に

つう線配

て直地し実をに行

い見

施た

はし域た施確実う

るしすめ

、をにきす保

事車の

通、用
交実おめ

路

多離道

の分速

故線高

併い

るをつ

す等に

発鋲
付た、

ブしは

ー置て

カ

交のま交

近右道

環検識、容

通点標た通

イ量

ンの

境を

タ拡

の行
やネ策

備交」ー大

整う
通

一 安ッ、

六 全道ト公

三

用通

点相活交

総のの共

車計啓力

を室も機

検談

図のめ場画発を

を制た

策動な

る見、整の活得

し車地定をが

と直駐備

う違

もを場区を行ら

と

備指進と法

に進整の推

車

週る計定すと駐

、め

行。に締

末。画をるも

、関出

に査い、め

等調

トー対
け推駐係し

おを

テに情をビ応

。スと制
等用をた

ムよ報活スし

充市

整高をし拡都

のる

通

道供道し交

備度提た

体

交る情い全

路す路て

駐

シ路の。の

通道報く

情を管

テ通供車

ス交提

災

通施い細。、る、

ム

な災ま害

流すてか被。

変。、最地たの

のるは
速の災況

動交高へ、状
対交

を事度車害や

等通

合の指流策通

総故の両

、抑本制

的発定入基規
にに

勘実右制法等

に生

し等部たよ関

案態側の

等

い分造

お部構

に側路

し案

、出勘

はみを

ては
接禁適

車行、

向通し

対

通

示制交

表規な

近止正

極を極の

積」積関

シを

推促

にじに用

的通的利

車機気

、

進受進進

推て

の・の

駐す場関運

る進
る

）ま備体成

停。整団醸

を報推理

、

車たにと・

るを

進スす想

推シ進構

。の高定

るム。策

すテ

はの通る

、を分めるす
禁報

通案み通行情

交勘

態、し止止を

実し出行

制

ス効規
に季通め等提

推施

をに実

ム的を

テ果
備進す

整



転、

に及危す自に

イウ
。学車自

道小び険る中

生転予生で己

路学自を

全安

通に車測に安の

を
行対のし対
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ア 交

段遵

キ

通

階幼守

進路電
安

的児し

すと都線
全

かに、

るも市共
思

つ対交

。な景同
想

体す通

まる観溝
の た緑の等

道 公 報

子、

道速を自総に

オカ

車的供都

路か自ネ転合

車トのなの市

につ転ッ

す確のワ安自遊に

関的
るに役ー全転びお

第

導道

を所も旧指

イウエ

、に取路

重通要工に等

対物道つ締の

大じの作

故、策の路いり破

事て
が速を設使てに損

号

平交め推

成通、進
十管輸を
三制送目
年の効指
六

すす利、すに全

高率す

交路か

るる用こる道ば

通とを通をり

た交者れ

行な

に安し回安通で

め

必し教すく

必全て避全

の

な育要て育る他

要教

全、め人

基はな安はた

的心能に日に々

本、技

生要安

技身と通常必の

系るマ
能の知行

普

的交ナ

都道整に
及

な通ー

市の備よ
徹

交安を

公整、る
底

を全線通全実

園備安電

育す

学促で類安教践

、

滑地教はる

校進円の全

度

のるな中育、態

等す

を推身を

各。道化の心
発得

公交一進の習

種路

通割クな車場け
共通層

良

事行とと乗等のる

工

車足好

のの位しり駐不

整等場をな

た禁置て方

又け備にの解生

め止付

環

むはをす関整消活

や

を、境

を制明るす備し

ど教進路づ

得限確なる

行し、育め上く

なをに

等

とう、総及る遊り

い

指よ、
認。安合び。戯

等許導り欠

発や早置用

にに道可を排壊

生か急

は

た事講路条強除又

し

す行異

際故ずの件化を

用履るう常

に発る使の

のと及行。と気

は生こ

等

必要にび等道と象

、

交にに

要因よ占の路も

の持通、よ

ににり用維

い発許管の啓り

応つ再

じ
月度の。

十化向

九、上

日

スの
ク量

ッ通
レ交

フや

火

イ間
タ時

曜

の空
ム的

日

に

及発識す活な全

導間

意お能も

び達をるに技

識階得識けと配

知段習

交識で

をやさ及る知慮

域る能通をき

習地せび

分心

さのと力安十る

得

も高ににを

せ実とを全

て

こににめ必習育

る情

こなさる

と応、る要得

目て路と事せこ

をじ道

設良進段せ

施や推達さ

有なるにと

を好す階る
に

的行じも

機歩。応と

の基日

連間、、

に空て
活

、保的生

し確本常

絡

図通お

害を交に

災等な

報に図

め全的広等を
時

た

れつ自活よる

らかな
滑車を交め

る円転動る

進事都

合に利推通、

場

基

は用環す故市

に利用
きをと防幹

、で境るの

もに園

路る整と止公

道

の

に転すに資等

法自備

可理妨発交
基車る、す

調防にの害活通

てての

を危

北査止当適と動が

化る沿険

海すをた正な

るてを不道で

道る図っ

路と。は図法住あ

道と

用等と

交も、り占民る

、正道物と認

通に適、

もら

理発な路件とめ

管

用用ににれ

協生運使等

的

会因を終つ行る

議要

図
りを

よ化
に準

等平
入

要
用需
利通
路交
道る
、

柄ると

にジ
方ネ
仕マ
の

歩お目、とを

標、にを

も標

す行け標特と目

と
。、

る者るとに
交に

導る務い交的

オア

用安通展

をシた違着通

、等の全安開

行ーめ反

はたーて

にるルい
うト

ウエ

難、を全

避めル安

推輪高器

るの機に二査

の転進車齢材

と一能運

もの充免す運者等

と層

ま率と備

づ利。効る整
も推

、空た的とを

き用

迅間、・

教取

に得運水の

クアイ

動を習消

道外さ転自準

、教車高を処

路国せ者

合

」に行了いう場
を人

とのは及

の即う後て。

カキ

動たと復、び

活し

高にた身

の標中動る

オ
人と齢及め体

一と成心

とるにし者ぼに障

員す

て
エ

求の
をト
夫ン
工メ

。生に

る校全

す高安

と

思る

。ベ着に徹に全す

すをす想。

ル用対底関

動

、果る図るの運

ト効

。及及の

チを街る普普
施

イ発で啓・実

ャ啓頭
る指活透に

ルすの発浸
のをた

シキ導動等当

ド

て

トン取推図っ

ーャ・

許る転講の

及ペ締進る

実に取と者習活

に充実

、

講に努得とにの用

、

す実実

習努め時も対充

習、る及車

指める講に

員。の自教びに

導る。

の新る

の自ほ動育更よ

車、教充時指

資動か車

習を

向教自習実講導

質

二に化に通

上習動所強

通に安育教め推分
、所

す講

行は全等習る進者

のとる習

す、にの所と

路実教も。等

る日道充

、種

めのを習に各

た本
必通行導危講

に交通指

き等予が

要社で員険習

・果

技にるの知効

な会
及軟う質危的

能柔よ資

要者

し。対てにす必害

うし響なに

てす行対影

す

任交ほ、を実対

責る

齢解的る

を通か加理践

っ全社にさ技教

持安、

る及は

て教会伴せ能育

は、身とび、

行育人う

通体

す、大体と交身

動

生能にル障

る運学機も

る通
すを
対路
に道

こ転

教め
全た

安る
通す
交行

たは

特な
、要

は必
育に

、事

乗ンをめ、

びーり

果に

用を続効前

車等継

な運

ル極に的、

ヘ積的

通の

ッに施交動

メ的実

全旨

のうて安趣

ト行し

動に

しシ着運等

正。、

おじ

着ト率をつ

いー用

車け努けて

講に輪おに

身

資い安るめる、

習つ

通。齢体

機て全交る高
な

の地転安者的

材は運

の習教級機

高域講全学

体拡の

化交及育の能

度

化

び教原制充変

並通び

セ等整努を

に育付のに

の険に
習ン安備め踏

講
わ

知参す向回行

びにに
で。、能れ

識加る上避

る習のよ

習き教力る

を
う容上、

すよ内向う

得
必方重習

こ、・を講

る
なのと設

が要法点施

と
能実た設

き技充し・

で

ル者

と免等の、ー害
る

対化路等の

が許に変道

安

き得すが及の不

で取

歩交識や

る時る、び知

全び通行通を危

健及交

状得を

な免安者の習険

取教は況さ解

社許全又

るす

人得育運にせ消

会

充者じこる

を後の転応

技
成運実とてとと

育の

を
車識
輪知

二と
、能
に

転得
運習
の

一者さ

六及せ

四

組い

車も
転と
自と

びる

的広

のル向織て

用ベの

継住

底装と・く

徹ト上

、ま

図義し続民

を着正

容ー講を運え

内タ全等
を進適個

及と習促転た
検指

方て強し性別

びし

の

よ及を学備
法の力、

充

に知っ技拡

うび図科

図

るを教一を

す識て能

転にし安をと
。習習体

標に

る者努て全目も

す

る交通と、

このめのに

全

を育。通行す安

と教

利、
のに

。

目を行する し会
と社
者通

用交



るび者を

平 と青事事に実自

成 と少業業対施動

十 も年用者しす車

三 に運自がてる事

年 、転動運、こ故

六 高者車転事と対

北 海

３
安

自自

団道る化
全

動動

交体民交を
運

車車

通相挙通図
転

安安

安互げ安る
と

全全

全間て全。
車

運運

をのの推

両 目連交進

道 公 報

各点し通

者醸地と交

オ

行し種にての

高の歩成

者性者、の関取安

齢特

まに

交をが自交すり全

通理、転通る

第

効供

推ン知れ実提

ウエ
よ報のを

進交装徹る広

等をう媒挙積

を通置底

る全の図努体が極

図安
。運画るめをる的

号

ー向

周・シの

に証率
イ

、すベと

し価ト上

知評
市るル正

月 度等の者故や策

十 のに運に・こセ

九 運対転対違れン

日

惹のー

転す者し反らタ

参育安起運に

技る教て

者る

と加の全運転よ

能
専・充教転

火

、適動

門体実育者に自

知験を

曜

施任診運

識・実初性車

を実

日

転転
必践す運断送

の

セセ

的絡通委

安

ンン

と協安員

全

タタ

す力全会

性

ーー

る体活等

の

業の

民制動の

確

務行

間のの組

保

体化開ののう

団強展織
推実実知

にとを充充通

す化証

い官進強、

つ、

情と関
は一るを明

て民

灯故報めす

安解ド車事

せイ火関のてる

全さラ

間

ーるバの連提提民

マ

にし団

クよー点情供供

のを努、体

のうか灯報

め視徹統め関等

積努ら

主

的る認底合る係の

極

自の体

な。性なし。者

高夜シ動交的

普のどた

広に
・い間ス車通活

及

ま。極報行

動像。る積
行と

の注た的をう

等の
会の事活うと

機視、に

所しイに

を危業用。も
タ報

ら性のてン、

と険
、つ全具ー道

えに安、

転的ッ関

走い運体ネ機

トし

中、管でトの

行て

加にチ着

参ととい

民こ
ル徹

のりイの

型よャ用

安層シを

通一ド底

交、
の。

運果トる

全効ー図

充運要た

のな必ま

動的

際者受業

要型る転を事
さ等

す交の及診者

との
安安育高せに

る通教び
針運こ事

全全指齢る従
等る

転育を転とす

運教
導充定にを運

指の策者
るす務者

者実す対義転
け対

職図。るづに

、を

び

、体。引及
業るま特

査

の交道続調

その本き

究

体安交促研

主通のき

務

な活安す業

的全通進

一

動推活との

活動全る

の

促体のも層

を進動と

実

すの核、充

進制中に

服事テア安動
る強と活

に推

用装故ムセ全の

活

防開メ関進

ををのをス
る

る用止発ンす等

図着
、図、情意

としをしト
故等を

も反る事報識

と

総め

、材デを高

に射。

的。

の活タ合る

他をー

訴等理
齢すびな

年用及

と

携体者求を解

の具理
事運の用協

帯的、力利
いたを

話故行高し力

電

め

使例理内交求

の事管
を等をのる

用等者容通

よ続全

び紹に継安。

及

指に関

ーする的に

カ介

動性、

ビな導実す

ナる

座

発実効部

・がと後

実
れつに

をさに席

展施果
る

。よてけ

るるいお

図
意理ー

た配くシ

まう広
ル

動るをベ

運す解ト

、

る

運。た別るす

の。求

育性

者事教適

転、な。

及業
路光報

督を関道情

ウア

施善び交フ収

指実改及

動強
をす基警通ァ集

導

活を

とをっの化

と化な

、、
にりい性図

も図て

。労

管交体要料る

アイ

理通・災の

事害作働 者労

る事安

等働世業防成基

報

高運多情

に気故全

層
業事底に動に

イ

齢を発

す

等所業し運導車対

者

さ送る

の内活適行入運

ゲどが施る

安の動正管

シて底る料

ーし徹す資
、

ョ周さ等の

免験転動運

転試運活ア

転通許方免の転道

運交

理交

免事試法許充管路

の

効めト
許故験等試実

診を

検用用

を着着

果、
、

の動にい

断自断行

診

にイ・

実事い受

充車つ

。等機関バ提

実る準察
るネシ

すの関すー供

施

テ

ほ行、情ッス

る履等
保係のワム

か確関報ト
実ク一

重を行充ーの

、

のの

なり機等層

大図政

報実

通併と情充

交、関

に災紀者止、準
事せの

絡発等

対害北に連啓法

防空す協のに

すのの対

めづ

特止かる議た基

る

安通ののき

別等ら交会
催報一

講全労開広、

な

乗

の言災、の般

習宣働
を防内施用

導」害道実

れ事指
等キ止経、旅

入

運者て業導

全安にな理

運し転試い及講

意全関

内

の転て管験るび習

識

業般容

向管な理制営一

図を所乗を

上理さを度

制たる旅の用充

に体れ

し

めを道。客車旅実

努

動数自、

る充路自両客

と強通車に動指

と実交

をの通
も化法運応車導

見場図推法

制のにの験

向い直にる進に

度傾つ

づ

改等てしお。及基

の

図る運く

善最はをけび
管全

の現る身行安

近、
通のま障理運

交実。体
、者充管

情交た害の転

の者

を環手等実理

勢通

積

対はを

故て診

踏境続

技に

ン断的

セ診極

策、
よ向す

にの進

ー術促

タ
車断

動診
自と。

る上る

発交携術図

故て連技を

事事図活。

生通ををる

場の。した

業故る用ま

に止道渋

等防、、

一 つに路滞

六 い資管状

五

の

はる用等

てす理況
情

、た

通自

運ャ行済交客
臨め

管チ計体ヒ動

行ッ動団
ののリ運

理コ画へヤ車

ッ事

講ー策要マ送

者ピ

のし・、プ業

習と定請
知害普の

充て周災の等

促点

を災・事及重

実、

る防検等進対

図害点例

送じ運の
。止にの等象

、、反事た送徹

にし違

行業を

安安等業運事底

運つも管に図

全全にに

導と

転転い導理もる

運

はすの入と

管管て入者

に

者業、る最すも

理理

貨数。、

未務使。低る

任徹者物をま事

選の用

一、を

事底等自、た故

に

まにのた等
業をの動

す

たけ素の対

えお簡め

講

転能の備る

運る化設

を

許の進資習

免力推・

実

度無よ材充

制有に機

、

見的更整し

のをりの

質

しに負及資

直確新備

事の
送器
運機

検判担び

従る
に図

等を
者実

業充
転、

運に
るも
すと

事と

報

者受

督運の提

監陸等を

時、

のる

導係存す

指関既供

供措業

団係提の事
等機

啓を対

・指、置に

体る
資じ監

界、発講し

業導

起

所図責車般運惹

団主

送合管し

のる任運乗行

掃ま及事旅理た

一。追

自等行

とたを業客者運

向

討定の運の
事、徹等

と

行る減適上

をす軽転

用

。め図相使

うたを性

境
対環

に診

、

運のり談 性備
適整

るの
す



をら

にに・自底さ

アイ

道よよ活動

力、

路りり用車自強に

査車に整

運自、を検動

備る協点促備

送動整図

車車

北 海

種供継とてイ
ド動

ごす続自めもル自

こ型シ車

とる検家、、

時自れ式ーの

の自査用

全車に動をごト検

安動
性ア整車保との査

道 公 報

動動

め整迅な道自自

エ

急交車車

、備道速緊路

管つ交通アの

気を路か

情進理的通にセ安

象推
報す用確路関ス全

第

道発

施報危全るな

イウ

物つ路表

策危提険か。

推物の運迅交及

の険供

にに迅

進輸充送速通び

を送実事

号

平道ト双

成路技方
十交術向
三通等通
年情を信
六

検不た会検進管

報活が

者

の査良めに整す理

両

推。制

保の車、お備る

業る進ま度

安確両事け

な排者検運たの

基実の

善

の実除に査動、改

準

を備に

拡施等対の」整

る率展管努

充ををす効

る進指化開理め

・図推

。

化。す導とす者る

強

の普及
にまる監検るに

型管安及び

にセ備の守

メ場式理全拡点

関ス工

整

るンの別の性大検

す

関図備

比ト自点参にを

結情するの

較事動検考

を検果報る。充

情業車

を自査と比実

報

がトて情

公動員スし較
供等

中事整ロ提報

正車

にのすメ装
立故備ン

情確るン置

収る

報保災トの

集。

報し

置の収に害情正

装

すめ報のい

を整集努情

用

置をるるの提使

設備

と供等方

し促こと提供
、

収しにもを法

、進と
災り、進装

集、よに推

事影速
た害、道す備

し

のを者故響な

図時等業

及達

。事図の処を伝

る
にた導等ぼに

故る指理
強行自め

よめををす努
現。

大イ化う然る

る、
模ロるめ象気

規エすた
ま危的情

なー。、を象

害ーた険確報

災カ

月通用可

十信し能

九シてな

日

コ

ムすー

テ供ビ

ス提光

整こン

のる

火

・に媒

備とを

曜

充りと

拡よ体

日

合た。督査な対

を、し

て正

わ、指を体どし不

の自も改

せ街定強制、

動す充動、造

た頭自化

査査車る実車そ車

検検

確排

体体整。強使のを

を者実除

制制備軽化用

業動図になす

のの事自

備実制車るよ実る

整充

を動

を強度に。る施運

適い守指」

推化のつ保

る提

な対をグすを

進を

場セすウ。供

立策要・
とーらる

でンるィさす
、と

りー判クにこ

取タ
ととしイチに

まと断ポ
装トイり

めもたンャよ
ドよ

こ推置）ル、

、に
をす部とシり

れ進と」

関路る情
定る位しー安

報等

報生係情。報

情発

や一

提の関板の

を時機
ン情

す地互イ般

供現相
ーと

道路情タ報

る道が
ッも

気通共ネと

路交報
等、

情況しトに

象状有

にや
シ被安を自

報や、

未危デ把路

をド、物

物タし状

然緊険ー握面
情を

防連のベ、況

に急
しカ洩ス報リ

止絡漏ー
がび質ル

、ー等及のア
向イ

害）発装的タ

被ド
軽携し資上ム

のの生備
場の適把

減行た材とに

の新

る通、

図交た

に等

にと管

も全通

と安交

と

テ

路化ス

道滑シ

、円理
す構

を進の

報推ム

情を

図正て管導を

ンる想

イ

る開

るるなは理す展

す

用軽徹。し

ここ運、の

、

とと

活等

通進暴関報導

イア

初事す走等
を促

動故る族暴に動を

にてト全

捜自。対走対

つチ

的まつ取にな

期。
提、てまいャ

にたいり
、

交層

効材り交一

イウア

推犯通の

高果高のを通

走備進罪犯向

速的速整

で用車

ス災全活動
道な

速た車

ム況迅しの

テ状

のを
４

ア 道

交止険運の

け
路

通歩に性転種

る
交

の行重、等の

交
通

指者点迷の違

通
秩

備・す

資に合整時握
事

た

るい、を適る

すつに

情て安図切

用調自自にか

運の者び

コ計を査転転対け

リ設

てな

ー又図及車車しる

基

タ。に
ルはるびのの

及
、
ッにき

ネらづ

ーさ
す成

車導養

動指び

自を

極す

査動策族す積進

使

強絶資的る

体記の根る
行

及装化条料に。

制録

う

科等」供な

び置例提
ま

的鑑の積。

学の等を
、

査装定的た

捜識制極
少

制資つ行青

体備にに

行拡す捜罪上
を機いな

に動抑充る査捜及

路機

及体

お警止を。及査び

スる交び制

いらシ図び

充

はをテな通交の

て等

、故事実

、実ムど事通

通し車取捜故に

交施や

体件め

のて載締査事努

反速手制捜る

指違式り

違反
取の度法の査。

導

導及を惑 序

取び置性反の

故
の

締自いのに防

を
維

り転て高つ止

防
持

て図

すの車、いいを

止

用通反はる

る強利交違
自

め等者指に、。

た化

車

射事取点動

反の導重
使

取防り置の

材故締を

た自安安規ど
付止をい

度作め動全全格、

制製

基全

のの、車性な・安

確用準意

充過自使の利

車者保をに識

実程動用

保合び

起製か確適及

に

検

す者のすし点

因作ら
の具た自整

る等不るた
車意

準系合め転備

基

推

者こを

用る等

不列情

よる

自にす

び等進

及と
事報
係情

関、
車り。

動

材てい年

等を
者術
業技

交働暴対

化、の、に

強
事か族、

る通き走し

す
捜と実走

め故けの暴

た
支援がに

事査支態族

、
シ行確入

処援を的加

故
テと広な

車スうにし

理

監の強体

のムと報い

そ

度を

り然視高化制

締未

に化

制止録化強

体防記
るる

整び置よす

の及装
学め

に通の科た

備交等
か専

めの度的、

努流高
効職

交序さつ従

、秩化

た用

の図た果員

通をれ

締等

のび果取者

け並効
の対

及事にりに

普に的
化る

進多進強す

促故推
図任

図路るを責

を発す
。及

。等無る追

る線。
け運た徹

お許まを

に免

を識

る転、底

徹

合販のマ利の

適の報
店集クし底

自売収ー用
普定図

車に・の、を

動

。

つす査及期る

に対調
販実進にさ

いるを促的
に検に

、売施等点ら

て

自

コ両制努整、

リ車し
不のるを転

ーの度め備

整
発た

啓し
の用
へ活

ル

。術
る技

図備
を

一ま情

六た報

六

さよ

改、
造供
構提

、の

る適

ののにれう

他等も
うな

両備報よ切

車整、

的の

交推機広指

、を道

指査

態。締な捜

実る取

し資取力

即用導能

にり

積る

重等過す

た機締の

故質、ど

事悪載な

大の

受車

防危労こ

の・過、

度合実自けの

制具充。

図車よ間

の修を転る夜
呼お

正状る利うに

適理

画者
計術
善技

な況。用 進育
推教

のの



ア

平 中いてや冬行

成 心ては砂期冬い

十 には、のの道冬

三 凍、特散安運道

年 結交に布全転運

六 防差安に運経転

北 海

５

アイ 冬

冬ーのや害 道

道冬テ設坂緩冬 に

の期ィ置道和期 お

道にン及等対の け

路おグびに策良 る

交け等チおと好 交

道 公 報

転

業団か責悪交運

オ険

危違者

部者体、任質通

備追険反を

品等に整の

対す命及な、道

等に対

不しる令を運交路

が

第

の指

暴・締グいう

ウエ
走ーあ導

暴走補り暴ル

を強族プるを

走行導の

取・徹化関の者徹

族為
締爆底を係解に底

号

の行

暴地衆に

・群的

イ
為持集。

行がいう

走域
をっさ

月 止点全努転験の

十 剤周でめ等の不

九 や辺快るの少安

日

及い消

砂を適。普な解
等交

効心歩者と

の中な

的、空を通

果に行

火

散搬の象故

な運間対事

曜

に雪保、止

布排確に防

日

のェけしな
よにが夏を

通る 通

環安路ーるて路 安

境全面ン急防面 全

のか対着勾雪の の

整つ策脱配林確 確

備円、場箇・保 保

ののの努

滑歩等所柵に
伸、

交空施解延め

な道
をの整に等道

通間設消
をめ対除

確確備努の路

正て指措徹転通交

保保

故の

な、導置底者事通

る早事場

改法ををすの

極底。期件か

造令積徹

早

使遵的し排等ら

にの

運等適期

用守に、除の
排

れ不う転正に

さ、行
改不だ捜除

る正。者な

でのる

と造正け査す

こ

音す図事散つす
がの改

。

の暴るる犯及いる

り

捜グは

体走ほ。のびて
そ

及為、査ル、

制行か
の散当プの

びそ解にー
っら態

締他離たか実

取

明

用質指てのを

り悪脱
犯を、脱ら

装事導は離

てれ

資に積厳措か

備

め

い非た

なるい

しいな
防の

」行
く

な能づ

せ機境

さ止環
性、

」活り

いの

冬る

るよ必期図

見化暴

訓ま

面見な道。

路る要

コ、

理しに練た

管通所

ス動

充確いー自

ののお

活運

にに、を車

実保て

し事

めめ雪用送

努努除

体に

。。重、業

るるの

雪

す等推る策排
市歩点

たす高推の

るの進。を
自す施

めめる速進実

た

、

急流と動るや

、のと

配溝に国ス

勾雪も車。

中面道にッ

をの、道リ

と整のい事

心的路おプ

た、築は多

し備改て故

止車く施

な防造な実。

徹に造行

よの両改と

い
をすを処

、底対等政

う
る押っの

動図る行分

自
と措業期

使と収た早

車
にのに申

者も置者上

用
企底しよ

び、徹対に

及

なをす

機対極正置に

分

と

のてに処徹る

材し的
、うがすと

整は行分底
わ。に

・あな行るも

備

暴

実ゆ、れま、

充らど
法走よ、力

をる暴るた
努力か

る令族う暴団

図

離

と適対め団ら

とをに

図行

にを走

も用すると

いとで

なとが

かる為

行

道

導、い

指にな

」もき
及境

開族環

展走路

を暴

的験従

家こく

、びづ

し

実習す

地にな講事

街道
おい施をる

につ

。急休

る資等る救

カア

ま係の機医日

。関料の

防に、発
た機作会療夜

柵る程所

ー雪よ視箇

ロ

救

ウエオ

ヒ等峠障を

ド
等技大の救急

て制の制

速切の術規整助医

高適

てり

自か充の模備工療

背質

整・図も悪

解業を

事係ほ後危

備関る

現ル

救まる進急ー

アイ
る急場体

助市た。す救

高助。救及制

・町、救

わす

にしると関脱

救村

集検導もりる

、て指と
、

団挙取に合よ
６

救 アイ

助 冬道状化推
・ 期ス路況積の進
救 のリにに雪整す
急

庭れり

交ッつ応時備る

イ
校う極

学伴積

・にを
町向ミ

転市のコ

運能ス

関成を体間

に村上等

者

じ等患

高は・通制急

、

ン

自心付てのセ

速、配
そ講ン実タ

動肺、パ充

法会レの

国生習フー

車
含開ト置

にをのッ設

道
た等を促

けめ催等の

お

道及作機
緊応を配進

る

を上路び車関

動つ実向

国率図を交救等等

車効

整設

道的る図通護のの

故練備備

にな等る事訓

命携等のを整

お人連。

進と

る救をの実推備

け

化数等すあ

救護強多施

せ

業行すの、るわ

急を

傷団とて

務うる負集と

急に規隊命びの
に。。

の送実

体お格員士搬充

る急び養途を

制け救及

にる

整救自救成上図

の

車隊配お。

備助動急・

ヘの等る

制や員置け

体
コ識促急

整リ知の応

の
タ技、置

・プ・進処

備
拡

体 通プいじにを。
制 規事てたお行

等 制故はきけい

の 等が、める、

整 の多集細道交

備

可な標点

充発中か路差

度の近

て変速識付

実し

制認ス

る識規視の

い標
実をッ

ー簡を性リ

カ、

し関図連

対・をと

ブ易

かた

は団ほし

て係る携

動と冬報

自等、広

、体
交を

運携の発

車連道啓

業、安う

事た通行

送し

び

急急推布及

者冬全。

宅

口当する在

開手進す

番

の知とど当

部のるな

制

備・も普医

整識と、

を実に及

一 促技、啓の

六 進の救発普

七

る及の動定

す普急活及

救

図や積化

。を日を着

が助に助

つ関ま者救も

て市、発・、活

い係た

急防及

は町関生救消動

・機る体緊び

、村係す

通急

本日関大制急救

日

は故整信活

道本等事の

の

公路合に備指動

路道

処推施円

団公同対を令

関が練す進設滑

が団訓

術一等

係共をるすのな

のの充

をを等般の

充ー
上急を

り用向救実

図活
図員る

救、を隊図

、し
た行ま

活急るが。

助緊
、応、

の送めうた

動搬
育処デ

滑よ教急メ

円の

施向プ

実一訓置ィ

なり

るさ故

気変す上事

、可
等る防

・識。せを

象標

る

状安めす

面のた止

路
設大型

変施、大

況全に
表

著整化告

のを型予

化

団道に

いし灯示

し備・

の

通全て

を安い

体のつ
転パ

じ運
ッ

安講レ

道能フ

冬技ン
開作

転をを

運会ト

全習

的推

る救極を

練催成

訓

、療推す

め医に進

た急

導実

導間す。

指週進る

施め。入施

機に実たる
推推

と信し、をを

関通
力絡職絡進進

協連、連

練等カ

、

し体員体しす

充充コ

をのののル

施層
を、ト

す実実実ン

期充

、火装

。図推救ロ

るを

整

山節・の

や季化置

峠
面光を

部路発備

間や自

実知布

をて配

」し・

の

。
る技マ

すと、

施識し



対事

強交授タに刑

アイ
通等し手

化通高業交ー

学減事にて続

を事等料

る被校免故よ交き

図故
。害等事被り通の

北 海

るアイ

図当調相

自指損を故協

賠通り事を談

賠導害交

共締償事、者促業

責取

し関

済りの故遠に進務

）の請相隔対

道 公 報

７
損

無原

す同車促
害

保

救る乗電進
賠

険
動 急とす話す
償機 医とる又る
の付 療も救は。

無 適

共
自 機に急携

正 関、用帯

第

有急

救従る次特救

イウ
師療の関

急救事研医医

の等等圏地係

医急者修

情療確のがが域機

療医
報に保充同広事関

号

平ま命重

成た救篤
十、急な
三第セ救
年二ン急
六

者に業害推事流

次タ患

すのな

対在を者進故れ

す施のる概ど

策学実等

、ま

充るし心と況を

の

負にも捜と

実学、情と

た

強負担配に査め

・資

し関過リ

化担軽意、経
事フ

困等た係、ー

の減
な援談関件レ

難の相機

相機

の強求談地し、係

対く談関

期化に所に広

い相す相員と

限等つの

れ行て談る談の密

切を

質な

・いの業巡の資接

相会の連

掛、援務回機

等充談を向携

け無助の

保

れ険実、提上を

忘保
にを電供を

るる、

つ無図話す図ち

済
転

い共る等

化

）
車 ・救自電

と

車
、 消急動話

被

両
二 防医車に

害

対
輪 機療のよ

者

策
の 関機医り

対

の
軽 等関療医

策

徹自 の内機療

の

底動 関の関機

推車 係受へ関

進

検 関れ配消等 機入のと

対 お連を機査 に、置防

を協

シ従と実乗大情の

救あ踏力

ス事そをしで

資進命るま関

テすの推

の医質す医こえ係

ムる

が確

充師のる療となの

行、ら保

実に向。をや

図しをい冬、等

を対上
るが間入

るて図な期導

搬おあ

呼。らにの

。、
吸看

月救ー者

十急にに

九医つ対

日

高

制はる

体てす

療い応

充そ度

の、

火

を質命

実の救

曜

る向急

図の救

日

ト

交助業・処ッ

と上セ

置を体結を

通措務団理
の等成

児を、と果作

遺

活

成る察連のし

育図警

た、を報用

の。署携情

、通る提る

め交図をす
る

等全ます

高安。供。

。。交

校動、と

学活た

一）とよま通

て済とに
に通、故

般車もるた事

係損

周の、信関の

に両
す行通談援害

知運交相
故実機償

るの事を護賠

・関

と止相施関に

と防
に徹活る団す

もを談す
のど等援

、底動な体る

体めが象 け絡進関

街す

のほ互の 緊制る相外 る
確、連両 な明かに車 密
等急を中

携化救携を

連
図動ると

協を自取心

・
。に急て

関る車救し

力
た置制自

のま設体、

係

婦でる方

・護送けり

確

環き降に

循
理）ド積い

管士る・つ

のつタへ検

等にク雪て

修てヘ対を

研いーの討

拡、にのう

をもリ応行
性

し急い要

充救つ必。

ー

も図タ

とをン

、看て

ら備

第さ整

、。の

にる
急本け

救、向

次にに

三

を

体域討

療全検

医道た

も

交推被と

とカ進

制を

ン等、

遺セ者に

通進害

児
第

発発成 ４第

全生生運 章１

国件件転年 節

の数数事に

す
鉄

鉄はで故室

る
軌鉄

の蘭

。

軌 道軌

道件％減線 交道

知交の業

頭る周、と助

事絡の

お徹通連務

に。
け底

進道事通路す

キ交道関
デ

携体す路故事等る

身

に関ー

帯障る交多故に

保、しの賠
用害。通発

推師自備保

を医た整責

究及

エオカ

進が動を険

及進道の開公び

発推期

共

差びす路路発共公

交

護は等

点車る管面す交

道

医関第本

急に、、

救
発高すラテ

イウ

療す三

の

・を渋度る各とム

集

セ、研

提推滞化。種車

てーる

しバめ
供進のを

、

救、か

のしほ

８

ア 科

道 学

路道 技

交路 術

通規 の

の、、少礼 通事

運死死傾文 の故

転傷傷向浜 安の

事者者はト 全す

故数数、ン う

ははでこネ 勢

れル 、 と

長人％まの 交

期でのでコ 通

的、減講ン 安

に７少じク 全

減年とてリ 対

少度なきー 策

する解

端者事箇関すタ

に原のる情析

末等故所

の統

光経因調各報等

や

総・統有計

通路の査種

析

・内合分計機分

信案

及充結の

磁・的析の的

・導調び実合高

気誘な

図推化

音を査事をを度

う究原る進を

声行研故

通

で載。理状る通交
等

迅、関機

の装の況。機
運の

率等速気の関

効置
な多つ状行円

的へか象
確等況な

信数的況状滑
把行

制間なのを運

号区
を予応路握を

御の対道
よ報、保

行想に情し確

開

すす改進ン車究
う旅

るー車発

るる善めサと
推

ス期とにのを

シ。が
さもりの進

テ待とよ間
路報る

のれに道情す

ム

信

築自駐交通。

構る、

に

、料場の等

等動車通

制
ビ収道況よ

ナ金等状

の 振

安、 興

全交 等

研交
る、

す滞
関渋
に通

推地
の、

発制
開規

究通

傾のったト の

向発て各塊 今

に生い種の 後

あ件るの落 の

り数。安下 方

全事 、 向

の江

海、策、

北件対故

お者果線

に傷成差

道死

考の

い数とで

て

えレ

、り

をシの因。し図

も

進追た関な

利ス推のま
デら

しム求、連が

用テ
情信事機ー、

たや等各
デがの域

報号故関タ地
有実

供のー保共の

提機
置度をす化情

装高タ有
積交行応

等化蓄るをに

事す
用のす通いじ

を等

適時道迅業る

最行るを
交に及ス

制間路速者シ
利ム

ア自通収びテ

御を
ゴ提対・用等

ル動に集
る供に研

リ供す提者の
報開

ムる危す情究

ズす
シ険る
止ス提を

処ス防シを発

やり

手ムをテ供推

理テ

辺運

ーシ以周、

ゲ受路

両者

ョテで車転

シス外

状安

シの利のの

ンムも

を運

テ及可況全

ス普用

握支

の促と把転

ムを能

、を

度するし援

高進す

進域
にた術道可

化る技

等
象

気
や

光
観

の

一の

六情

八

ル と 平らー 人 ア
リ
を

報

る張 比 成れ

較

平し て 度、出 し 年がり

交対

い研る事、た

、 の

高開と、通策

、究と故
に両故推

齢発も車事を

す進
、推、、に進

者を

）研るのるす

順の図ム
め築ス。

の究た構シる

冬研ム

究発、をテ

研開

開等と

関めの路能

開を

をイる

る同発のす

す、
進フス

究術推ンシ

研技

収
に
ム

イ
タ

ル
開の



対等要備

平 策信列のなを鉄

成 の号車運情促道

十 推保集転報進構

三 進安中保をす造

年 を設制安迅る物

六 図備御設速。の

北 海

第１

２

壊保軌消 節鉄

線軌等守道等 軌

路道に管のバ 講道

施やよ理平リ じ交

設路るマ面ア よ通

等盤施ニ性フ う環

の等設ュのリ と境

道 公 報

２

鉄囲対者

調事調範な業

事

軌の策に

査故査
故

道見を周

権調体
の

事直推知

限査制
未

業し進す

をにの
然

者等する

持関整
防

かをるこ

っす備
止 たるを

第

１

十育的進す

事も教動推

よる

故

事

りこ

の分訓なす
故

安と

再配練保る
調

全が

発慮の安。
査

な極

をし充監

体

鉄め

防た実査

制

軌て

止駅、の

の す施安実

号

すの

よ現らへ

にるたの

車運か頼

列のば信

る在
はら

線形で揺

脱行りが

故になぎ

事態

月 る等装備に耐

十 。の置の伝震

九 整の整達性

日

化

備・、強

備整備しの

進を員

促実務

を充乗

火

るす適

す促が

曜

とまに

と。切

日

点ののア管ー

もた対

すの

検施被ル理化 る整

と設害」等を 施備

整のをにに推 策

止づいす

備保防基つ進

る、もと

及すきてる

守
めン底も

強たト徹と

び
線ル図、

を、ネをに

化

ら行。と

切路のるホ

適

対

のいさで

常提進
策

事、ら、

設言め
の

故重に事

・」る
推

等大、業

専が。
進

故に

のりのイ事者

門取
道と告シ等お

鉄ま報ン
度ン関る

事め制デにけ
る発

調れにトす再

故ら
体。い析情防

査たつ分

道重 充

を要

る設全施

実

目で

こ等管等

に

指あ

との理の

よ

する

は整体安

る

た。

も備制全

同

めま

とのの対

種

にた

よ促充策

事

は、

り進実を

故

、平

、、、推

の

事成

高緊鉄進

再 齢急軌す

故 発 者時道る

等年 防

、ね

等おくか
、にのこ

生は害い

発て被な

がい
大も

、一甚と

し、がこ

的事な念

会びと懸

社た
とる

大がこれ

に故るさ

で

に、応

な生をこ

き発

地よ

設・る

既故き

、事
列生車

動発列

自震う

の

の

止緊等

停の線

車等無

。ー

のに信

置時通

装急

たか

実護切まム

に防適
駅の

す設保、ら

施施な
設落

と整管施転

るの守
に故

もをの等事

と備理
い対

、進底つに

に促徹
はる

雨る図てす

降すを

の報止

よと、適

に。る

策

をの、充公対

制こて

言故ををの

整提事実開
り極実

す等報図積充

備

化

こ踏の、的強

るを告

え容故推に

とま内事に
のしす

を、及等進資

等

こ

容後事未、る

内今び

必速防くと

と、故然広

の８
す

止

体え全と教月

身備安と
関るを運

障たにす訓に
か技

者行す。生輸

害運
の理知にし術

等管る特
の次同議

鉄体識、、審
事鉄

施の普の種会

道制
の実、点故道

設充及重
果策未会

安、効施を部

響るすか

影す示と
全乗

と個

与、果、

をと結ら

。者っの

た用な別

え利
鉄の

車利。題

列のた問

行重シ決

運に道解

の便

お装

高なテ図

が大スを

化必整

能ての

機い置

高
３

上の 鉄

鉄科の原鉄

化
軌

軌学技因軌

を
道

道技術分道

図
車

車術基析車

る
両 。

土ンも差な

るトと段切

崩ル、解全

砂ネにの安

気鉄適生災

施況と発防

及安象軌時を関

鉄設、

機

道び全情道・未係

軌

止鉄と
事車管報交適然

なのに軌す

る要報
象効事。

鉄事対有道る

道故

運の止守鉄

理全期防保

軌切動踏運に軌

を鉄踏

事

底道事等切動携道

徹

を然に
す交故の事推わ

い

利員か強にお

な務的
の機に止て

用等つ力防
、

に

列大め実よ

のすた充る

上と車規、をう

鉄向る

導

道をとの模夜図指

軌

支ムり
の図も運な間る

種

でをの同

度障そ、

密
あもも

２
鉄

乗

る
軌

務

鉄鉄
道

員

道道
の

及

施構
安

両の準及両

設造

の

の進のびの 安

構歩見車検 全

造、直両査 性

・交しのの の

装通を安充 確

置環行全実 保

さ関

改の。に

の境う性
、研

ににる

化らす

善変

等

業両理等通切に関

対

発止と

者の体のにな防

実響表すの

に保制充影

し管にを及る間

対守等

迅ま情

、理つ及び。の

況てす速た報

定状いぼ

観共

的、の自な、の

期

切現達測有

に運適然伝

、

はのな象に施や

又転

故進る業
事取指を努設

鉄会防協作者

る通等機

う安軌を止議業に

よの

にす

指全道とに会員対

けよつる

導にのら向に

転ててりい保

す関運え

。る事、、、て安

るす

道、査

知故広鉄全も監

び活事的安等

識及報道

対実

普外動業な全の

の

行事・こす

及部を者事

よ、及故休とる

乗るに

ま

員う動び又日に。

務

おりた

及指力乗はによ

員害け、、

び導車務災

る縦等がる列乗

保す操

員

要。者の発連車務

安

体運等

員ま運管生絡の

のた制行が

にた転理し

科許改場の状安

対、免

び
る学試善合充況全

す

全

保

耐物
な

安

震に
運

要

構適
行
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